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大管長会メッセージ

イエスが

歩 まれた道

第二副管長

卜一マス ・S・ モンソン

何
年 も前 の寒 い12月 の こ とで した。 ソル トレー クシテ ィー にあ るタバ ナ ク

「

ルに集まった私たちは，それまで愛し，尊敬 し，つき従ってきたハ ロル

ド・B・ リー大管長の葬儀 に参列 し，弔辞 を述べました。大管長の予言の言葉，

力強い指導力，そして献身的な奉仕は，完成を目指 して進 みたい という望みを

私たち全員 に与 えたものです。 リー大管長 は，「神の戒めを守 り，主の歩 まれ

た道に従いなさい」 と力強 く勧告されました。

後 日，ソル トレーク神殿 の階上 にある非常に神聖な部屋で， リー大管長 の後

継者が選ばれ，支持を受け，その聖なる職に任命されました。たゆまぬ働 きと

けんそん

謙遜 な態度， そ して霊感 に満 ちた証 を もっ て， スペ ンサ ー ・W・ キ ンボー ル

大管長 は私 たち に， リー大管長 の定 め られ た進 路 に引 き続 き従 って い くよう勧

め られ ました。 そ して， キ ンボー ル大 管長 もリー大管長 と同 じ味わ い深 い言葉

を述 べ られ ま した。 「神 の戒 め を守 り， 主 の歩 まれ た道 に従 い， その足跡 をた

ど りな さい。」今 日，エ ズ ラ ・タ フ ト ・ベ ンソ ン大管 長 もまた同様 の力強 い勧

告 を与 えてお られ ます。
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イエスの言葉が唇にあり，イエス

のみたまが心に宿っていれば，ま

たイエスの教えが生活に溶け込ん

でいれば，ある意昧において私た

ちは，この世の旅路を歩きながら，

イエスの歩まれた道を歩むことが

できます。



悪魔はイエスに，「も しあなたが，ひれ伏 してわた しを

拝むなら』 この世のすべての国々を与えると言って誘惑

しました。すると主はこう答えられました。「サタンよ，

退け。『主なるあなたの神を拝 し，ただ神にのみ仕えよ』

と書いてある。」(マ タイ4=8-m)

ある日の夕方，私は数 日前に届いていた旅行代理店の

パ ンフレットに何 げな く目を留めました。目を見張るよ

うな色彩で印刷 されたそのパ ンフレットには，説得力の

ある宣伝文句が載っていました。内容 はノルウェーのフ

ィヨル ドからスイスのアルプスまでの団体旅行で した。

そしてほかにも，聖地ベツレヘム，すなわちキ リス ト教
ようらん

揺藍の地 を訪ねる企画 も紹介されてお り，パンフレット

の一番下 に，簡潔なが らも鮮烈な呼びか けが書いてあ り

ました。「さあ，イエスが歩 まれた道 を歩 いてみましょ

う。」

イエスの言葉が唇にあ り，イエスのみたまが心に宿っ

ていれば， またイエスの教えが生活に溶 け込んでいれば，

ある意味において私たちは， この世の旅路を歩 きなが ら，

イエスの歩 まれた道 を歩むことができます。イエスに倣

って，未来 に確信 を抱 き，天父に対する信仰 を堅持 しな

が ら， また隣人に純粋 な愛 を抱 きつつ，歩むことができ

るように願 っています。

イエスは失意の道を歩 まれ ました。

聖なる町のことで悲 しまれたイエスの嘆きが私たちに

どれほ どわか るでし ょうか。イエスは言われ ました。

「ああ，エルサレム，エルサ レム，預言者たちを殺 し，

おまえにつかわされた人々を石で打ち殺す者 よ。ちょう

どめんどりが翼の下 にひなを集めるように，わたしはおF

まえの子 らを幾たび集めようとしたことであろう。それ

だのに，おまえたちは応 じようとしなかった。」(ル カ

13：34)

イエスは誘惑の道 も歩 まれました。
き

かの悪魔は，あ らん限 りの力 を振 り絞 って，巧みに誰
べん ろう

弁 を弄 し，40日40夜 断食 して 「空腹 にな られ た」 主 を誘

惑 しま した。次 のよ うに挑 発 した ので す。 「もしあな た

が神 の子 であ るな ら， これ らの石がパ ンにな るように命

じて ご らんな さい。」 イエス は答 えられ ました。 「人 はパ

ンだけで生 きる もので はな 〔い〕。」

す る と悪魔 は言 い ました。「もしあな たが神 の子 で あ

るな ら，下 へ飛 びお りて ご らんな さい。 『神 は あな たの
みつかい

ために御使たちにお命 じになると，あなたの足が石 に打

ちつけられないように，彼 らはあなたを手でささえるで

あろう』 と書いてありますか ら。」イエスは彼 に言われ

ました。 「主 な るあなた の神 を試 みて はな らない。」

さ らに悪魔 の誘 惑 は続 きます。 「もしあ なたが ，ひ れ

伏 してわた しを拝 む な ら，… … 〔この世 のす べて の国 々

とその栄華 とを〕… … あなた に あげ ま し ょ う。」 す る と

主 は こう答 え られ ま した。 「サ タ ンよ，退 け。 『主 な るあ

なたの神 を拝 し， ただ神 にのみ仕 え よ』 と書 いて あ る。」

(マ タイ4：2-10)

また イエス は苦難 の道 を歩 まれ ました。

ゲ ツセ マネで の苦悩 を考 えて み まし ょう。「『父 よ， み

こころな らば， どうぞ， この杯 をわ た しか ら取 りの けて

くだ さい。 しか し，わ た しの思 いで はな く， み こころが

成 る ように して くだ さい。』 …… イエ ス は苦 しみ もだ え

て， ます ます切 に祈 られた。 そ して， その汗 が血 の した

た りの ように地 に落 ちた。」(ル カ22：42，44)

あ の十 字架 の残忍 さを忘 れ るこ とので きる人 が い るで

し ょうか。主 は言 われ ました。 「わ た しはか わ く… …す

べ てが終わ った」 と。(ヨ ハ ネ19：28，30)

も し機会 が あ りなが らそれ を逃 した り，権 利 を誤 用 し

た り，愛 す る者 に教 える ことを怠った りす るな らば， き

っ と私 たち も失意 の道 を歩 む ことになるで し ょう。私 た

ち は また誘 惑 の道 に も出遭 うで し ょ う。「さ りな が ら，
ぜ ひ

悪魔が人の子 らを試むるは是非必要なり。すなわち人は
おの

悪魔の誘惑 なければ己が 自由意志 を使い得ず」(教 義 と

聖約29：39)と あるか らです。

同様 に私たちは苦難の道をも歩むでしょう。私たちは

羽根布団に横たわったままで天に昇 ることはで きません。

世の救い主は，非情な苦難に遭われてか ら天に昇 られた
しもべ

のです。僕である私たちが主より安易な道 を期待できる

でしょうか。復活祭 の勝利の前には十字架上の苦 しみが

なければならないのです。

しか し， こういったつらく悲 しい道を歩む と同時に，

私 たちはまた永遠 の喜びをもたらす道 をも歩むことがで

きます。

私たちはイエス と共 に従順の道を歩む ことがで きます。

それは決 してや さしいことではありません。「彼 は御

子であられたにもかかわ らず，さまざまの苦 しみによっ

て従順 を学」 ばれ ました。(ヘ ブル5：8)サ ムエルが残

した言葉 を私 たちの標語 としようで はあ りませ んか。
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USEDBYPERMISSlONOFTHEFREDERIKSBORGMUSEUM.

「見よ，従 うことは犠牲 にまさり，聞 くことは雄羊の脂

肪 にまさる。」(サ ムエル上15：22)不 従順が もたらす結

末 は束縛 と死です。一方，従順の報いは自由であり，永

遠の生命なのです。

私たちはイエスのように奉仕の道 を歩むことができま

す。

人々の間で教え導いたイエスの生涯は，善意の光 を放

つサーチライ トにもたとえられ るものです。イエスは手

足のなえた人に力 を与え，盲人の目に視力を，耳が不自

由な人に聴力を， そして死者の体 に生命 を与えました。

イエスのたとえ話は力ある教 えです。良きサマ リヤ人

のたとえ話でイエスは，「あなたの隣 り人を愛せ よ」(ル
かんいん

カ10：27)と 教 え られ ま した。姦 淫 の現場 を捕 らえ られ

た女 をや さ し く扱 う ことによって， イエス は慈 愛 を もっ

て理解 しなけれ ばな らない と教 え られ ました。 またタ ラ

ン トのた とえ によって，私 たち一人一 人 に自己 を向上 さ

せ，完成 を目指 して努力するように教え

られ ました。イエスはご自分の歩 まれた

道に沿って私たちが人生の旅路 を前進で

きるよう，周到な準備 をされたのです。

最後 にイエスは祈 りの道を歩 まれまし

た。

私たちは，時を超 えて価値 を持つ3つ

の祈 りか ら，3つ の偉大な教訓 を得るこ

とができます。最初 はイエスが伝道 して

おられた時のものです。主は言われ まし

た。「祈 るときには， こう言 いなさい，

『父よ，御名があがめられます ように。』」

(ノレカ11：2)

第2は ゲツセマネの祈 りです。「わた

しの思いではな く，み こころが成 るよう

にして ください。」(ル カ22：42)

第3は 十字架の上か ら言われたもので

す。「父 よ，彼 らをおゆるし ください。

彼 らは何 をしているのか，わか らずにい

るのです。」(ル カ23：34)

この祈 りの道 を歩むなら，私たちは天

父 と交わ り，天父の力 を受けることがで

きます。

イエスが歩 まれた道 を歩む信仰 を，そして希望を持 と

うではあ りませんか。歴代の神 の予言者，聖見者，啓示

を受 ける者たちが，そうす るよう私たちに呼びかけてい

るのです。私たちはただ彼 らに従えばよいのです。すな

わち，予言者の歩んだ道を一歩一歩踏み しめて行けばよ

いのです。

私が初めてキンボール大管長 とお会いしたのは，何十

年 も前のことで した。当時キンボール大管長 は十二使徒

定員会会員 として，私はここソル トレークシティーで若

い監督 として働いてい ました。ある朝，かかってきた電

話 を取 ると，次 のように語 る声 が聞 こえて きました。
「スペンサー ・W・ キンボール長老です。お願 いしたい

ことがあって電話 しました。あなたのワー ド部で，第5

南通 りに面した大きなビルの裏に，小 さな目立たない ト

レーラーハウス(訳 注 車で引 く移動住宅)が あ ります。
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イエスのように祈 りの道を歩むなら，私たちは天父と交

わり，天父の力を受けることができる。

れ ました。 つ ま り，人 々 の心 を変 え られ たのです。
かしら

ここで，私 た ちにな じみ深 い，使徒 の頭 であ ったペ テ

ロにつ いて考 えてみ まし ょう。彼 は シモ ン と呼 ばれ る漁

夫 で した。 信仰が薄 く，疑 い深 い，性 急 なペ テ ロは，イ

エスが大祭 司 の元 へ連れ ていかれ た夜 の ことを忘 れ られ

ませ んで した。 この夜 ，群衆 は 「〔救 い主〕 につ ば きを

か け， 目隠 しを し， こぶ しでた た 〔き〕 …… はじめた。
したやく

また下役 ど もはイエ スを……手 のひ らで たたい た。」(マ

ル コ14：65)

た とえ一緒 に死 ぬ よ うな こ とにな って も， 決 してあ な

た を知 らな いな どと言 わない と約束 したペ テ ロは どこに

いた ので し ょうか。聖 な る記録 には次 の ように記 されて

い ます。「ペ テ ロは遠 くか らイエス につ いて行 って，大

祭 司 の中庭 まで はい り込 み， その下 役 どもにま じっセす

わ り， 火 に あた って いた。」(マ ル コ14：54)こ の夜 ペ テ

ロ は主 の予言 どお りイエス を知 らない と，3回 否定 しま

した。 主 は突 かれ た りあ ざけ られた り， また殴 られた り

して辱 め を受 けましたが， それ で も声 ひ とつ上 げず威 厳

を保 ってお られ ました。 そ して振 り返 ってペ テロ を見 ら

れ ました。

ある歴 史学者 はペ テ ロに生 じた変化 を次 のよ うに書 い

て い ます。 「これ で十 分 で あ った。 …… 〔ペ テ ロに は〕

もう危 険 とい う言葉 は存在 しなか った。 もはや死 を恐 れ

る こ と もな くな っ た。 … … 〔彼 は〕外 へ 飛 び出 して，

・・朝 が 白みか けるの を待 った
。… … この悲嘆 に暮れ，

深 く罪 を悔 いた使 徒 は 自分 の良心 に責 め られ て 〔立 って

いた〕。 そ こで過去 の生 活 ，恥， 弱点 ， そ して過 去 の 自
けい けん

分 な どはすべ て，敬度 な悲 しみの 中に押 し殺 し，新 た に

高 貴 な誕 生 を迎 えた の で あ っ た。」(フ レ デ リ ッ ク ・

W・ フ ァー ラー 「キ リス トの生涯」p.604)

次 に タル ソのサ ウロ につ いて考 えてみ ま しょう。学者

で あったサ ウ ロは，律 法学者 の書物 に通 じてい ま した。

今 日の学者 の中 に も， この書物 を非常 な知識 の宝庫 とし

てい る人々が い ます。 しか し何 らか の理 由で これ らの書

物 もパ ウロの心 を満 た しは しませ んで した。 そ して こう

叫 び続 けま した。 「わ た しは， なん とい うみ じめな人 問

なのだ ろ う。 だれ が， この死 のか らだか ら， わ た しを救

って くれ るだ ろうか。」(ロ ーマ7：24)と こ ろが あ る 日，

パ ウロ はイエ ス に会 い， 実 にす べてが新 し くなったので

す。 その 日か ら死 に至 るまで，パ ウロは人 々 に 「古 き人

を脱 ぎ捨て」，「真 の義 と聖 とをそな えた神 にか た どって

造 られ た新 し き人 を着 るべ きで ある」(エ ペ ソ4：22，

24)と 説 き続 けま した。
あがな

時の経過 も人の生活 を変える蹟 い主の能力を変 えはし

ませんでした。主は死んだラザロに言われたように，今

日も私たちに 「出てきなさい」(ヨ ハネ11：43)と 呼びか

けておられ ます。疑 う心か ら生 じる絶望から 「出てきな

さい」 と言ってお られるのです。

また，罪の悲しみや不信仰 という死から出てきなさい，

新 しい生命にいで来れ，出てきなさい，と呼びかけてお

られるのです。

そのような煩 いから出て，イエスが歩 まれた道 に沿っ

て歩む とき，イエスが語 られた次の証 を思い出しましょ

う。「見 よ，われはイエス ・キ リス トなり。予言者 らが
きた

この世 に来 ると証をしたるその者なり。われは世の光に
いのち

して また世 の生命 な り。」(III二 一 フ ァイ11：10-11)

「わ れ は始 めな り終 りな り。わ れ は生 け る者 な り殺 さ
なんじ

れたる者な り。父 と汝 らの問の仲保者な り。」(教 義 と聖

約110：4)

イエスの証 に私の証 を付 け加 えたい と思います。主は

生 きておられます。□

話し合いのポイン ト

1.イ エスの言葉が私たちの唇 にあり，イエスのみた

まが私たちの心に宿 っていれば， またイエスの教えが私

たちの生活 に溶け込んでいれば，私たちはこの世の旅路

を自信 を持 って歩む ことがで きる。

2.私 たちはイエスに倣 って，未来に確信を抱 き，天

父に対 して信仰 を堅持 しなが ら，また隣人 に純粋な愛を

抱 きながら歩むことができる。

3.私 たちは，失意，誘惑，苦難を乗 り越える能力を

伸ばすことができる。

4.私 たちは，祈 りを通 して神 と交わ り，さらに従順

な者，人 に仕 える者 となることがで きる。
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絵本からの証

マー リ ・ソーバ ンソー ング

'一'オ スの仏教の家庭で少女時代を

フ 過 ごした私1こは，キ リス トやキ

リス ト教 について聞 く機会 などあ りま

せんで した。 しかし，国内の混乱で，

私たち家族は自国を離れなければな ら

ず，最終的にはアメリカに移 り住み ま

した。 この地で私 は末 日聖徒イエス ・

キリス ト教会の宣教師に出会い，イエ

ス ・キリス トと， その真の教会 につい

て学び，1989年6月 にバプテスマを受

けました。

1990年11月26日 ， 日曜 日，マサチュ

ーセッツ州の リンフィール ドにあるア

ジア支部か らバスに乗 って家に帰 る途

中のことです。私 は11歳 の女の子 とそ

の子の6歳 になる弟のそばに座 りまし

た。ふた りを教会で見か けたことはあ

りましたが，名前 は知 りませんで した。

しかし，彼 らが まだ教会員でないのは

知っていました。

その女の子 は聖書の物語 をつづ った

子供向けの本 を開き，ぺ一ジをめ くり

なが らきれい な絵 を見 て いま した。

「ね え見て
。」驚いて女 の子が指さした

のは，激 しい痛みを表情に浮かべなが

ら，岩の傍 らでひざまず き祈ってお ら

れるイエス ・キ リス トの絵で した。

彼女は私の方を向いて尋ね ました。

1冊 の絵本と

子供が尋ねた

ひと言のおかげで，

キリス トに対する

自分の信仰の深さに

気づきました。

「どうしてイエス様 はこんな に苦 しそ

うなの?」

「それ はね
，イエス様 はすべての人

の罪 を背負われたか らよ。 イエス様は

苦 しみでいっぱいなの。」

女 の子 はさ らに尋 ねて きま した。

「どうして?」

「じゃあその本
，読んであげ ましょ

うか。」

私 はイエスがひざまずいて祈 ってお

られ る部分から読み始 めました。読み

なが らその物語についてふたりに説明

していると，子供たちがその内容 をよ

く理解 しているのがわか りました。イ

エスが十字架 には りつけにされている

絵を見た時，ふたりは悲 しそうな表情

にな り，イエスが復活 された絵 を見 る

と， とて もうれしそうに していたから

です。

私 はその本の物語 を全部，自分の言

葉でわか りやす く説明 しました。そし

て今度 は私の方か らい くつか質問をす

ると，ふた りは競って手 を挙 げ，話 し

たが りました。

最後に，その小さな女 の子が私を見

上げて こう尋 ねました。「これ，本当

のお話なの?」

私 は彼女の目を見つめて答 えました。

「ええ， もちろん本当のことよ。」

そう答 えた時，私 自身 も， その話が

確かに真実であると知 りました。自分

がキリス トについて強い証を持ってい

ることに気づいたのです。つま り私 は，

真実であると心の奥で知 っていた事柄

について，証 をしたわけです。その場

には，みた まがあ りました。 はっきり

とそう感 じました。心の中が温か くな

り，平安 と愛 の気持ちで満たされたの

です。

それ以来，私 は世界中の人々にイエ

ス ・ギ リス トについて話 したい と思 う

ようにな りました。すべての人々にこ

の喜びを感 じてもらいたいのです。□
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ブ リガ ム ・ヤ ング
と社会的責任

アーサ ー ・R・ バセ ツト

変繁甥璽器殻
べきかを常に考 え，夢 を実現するため

に力の限 りを尽 くし，あ らゆることを

やってみるまでは，決 して満足 しない

人 もいます。

ブリガム ・ヤングはその後者 のタイ

プです。31歳 の時 に福音の教えに改宗

したヤングは，様々な可能性を夢 に描

いてい ました。そしてその夢は，ひた

す ら，地上に神の王国を建設すること

に向けられてい ました。ヤングにとっ

て この王国 とは，空想 に終わ る夢では

なく，現実に実現可能 なものでした。

新 しい生 き方，新 しい社会体制 を作 り

あげることだったのです。 ヤングは，

エレ ミヤの言葉を借 りて表現すれ ば，

「燃 える火の 〔彼 の〕骨の うちに閉 じ

こめられている」(エ レミヤ20：9)よ

うな状態 になるまで，絶 えずその夢を

念頭 に置いていました。

ヤングはこう言ってい ます。「私は

予言者ジ ョセフ ・ス ミスを知 ってい る

と思うと， どんな時で も，ハ レルヤと

叫び出した くなる。……私たちには，

ジョセフの始めた 〔神の王国を築 くと

いう〕み業 を継続 してい く力が与 えら

れている。その力によって，人の子の

再臨のためにあらゆる備 えがで きるの

である。 これは末 日聖徒 に託 された一

大事業である。そ して，今かかわ らな

ければならない事業はこれだけであ

る。」(「説教集」3=51。 下線付加)

神 の王国を建設する というこの 「事

業」 は，ヤングの目標 にも，人生 にも

大 きな影響 を与え，最終的にはヤング

の永遠 の行 く末にも大 き く影響を及ぼ

しました。

ブリガム ・ヤングのように，そのよ

うな目標 に夢中になれる人 は，なんと

幸せな ことでしょうか。ヤングは， 目

標が意義深いものであれ ば， とりわ け

その目標が地上に神の王国を建設す る

というものであれば， どんな犠牲で も

喜んで払 う覚悟でいました。 この目標

に向かって進 んだ ことで，ニューヨー

ク州 メンドンの大工であったヤングの

生涯 は，完全 に変わ りました。実際 に

行動 を起 こしたヤングは，大陸の反対

側にあるユタ州のソル トレーク盆地 に，

彼の家庭 を，そして教会 の中心 となる

場所 を築 きあげるまで，決 して腰 を落

ち着 けることはなかったのです。

1832年 の早春，雪模様の中でバ プテ

スマを受 けたブリガム ・ヤングは，そ

のまま岸辺で確認 の儀式 を受 け，さら

にそこから3キ ロほど離れた自宅へ戻

り， そこで長老に聖任され ました。ぬ

れた衣服が背 中に張 りついたまま，乾

く間 もあ りませんで した。 この年は，

ヤングに とって忘れ られない1年 で し

た。最初の妻 を亡 くし，予言者ジ ョセ

フ ・ス ミス と初めて会ったのが この年

だったからです。そしてこの年が終わ

らぬうちに，ヤングは再 び雪の中へ出

て行 きました。 このたびは，新 しく見

つけ出 した人生観をカナダに住む友人

たちに知 らせたい と考えての ことでし

た。

12月 の寒 さの中を，ブ リガム ・ヤン

グと弟のジョセフは，カナダの内陸部

にあるキングス トンに向けて歩 き出し

ました。 この旅で，ふた りの若 き長老

は，深い泥土の層の上にひざまで埋 ま

るほど積 もった雪の中を，400キ ロ も

歩いたのでした。泥土の上 に積 もった

雪の中を苦労 して歩 いた経験のある者

上一一このブリガム ・ヤングの写真は，

1851年の50歳の誕生日に撮影したもの

と考えられている。右 旧76年ヤン

グが75歳の時に撮影したもの。
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にしか， このふた りの宣教師が味わっ

た大変な苦難 を想像することはで きな

いで しょう。 さらに悪い ことに， この

旅程のうち10キ ロ近 くは，氷の上で し

た。 しか も，その氷は薄 くて，割れる

と足首 の深さまで潜 り，「靴の下半分」

まで水が しみ込んで ぐるほ どでした。

このふた りの宣教師はその地域で2

カ月にわたって伝道を続け，45人 にバ

プテスマ を施 しました。自分はゆだね

られている召 しにふさわ しくない と考

えている人 は，ブリガム ・ヤングに と

って も伝道活動は決 して楽ではなかっ

たことを知 って，心が安 らぐかもしれ

ません。ヤングは自分 自身 を振 り返 っ

て， こう書 いてい ます。「おそ ら く，

自分ほ ど口下手 な人間 もほかにはいな

いだろう。……

・人々に何か伝 えたいと思 っても， そ

れをうま く表現できる言葉が見つから

ない とき，私 はどれほど苦 しい思いを

して きたことだろうか。それで も，私

は常 に最善 を尽 くそ うと決心 して い

た。」(「説教集」5：97)

翌年 ，ブ リガム ・ヤングは2度 目の

伝道に出かけました。その後 ようや く

オハイオ州カー トラン ドに彼の小 さな

家族 と共に定住 し， この地で予言者 ジ

ョセフ ・ス ミスをさらに深 く知 るよう

になるのです。2度 目の伝道の結果，

彼の働 きによって さらに もう20人 が王

国 に導かれました。 そして，ヤングは

その人々を連れてカー トランドまでや

って来たのです。その光景 は，後に聖

徒の群れを率いて西へ向か うヤングの

姿 をほうふつ とさせるものがあ りまし

た。オハイオ州北部 のカー トランドと

いう静かな小さい町に居を構 えたブ リ

ガム ・ヤングは，予言者 ジョセフ ・ス

ミスの下で，心の清い者が住む町，す

なわちシオンについて学び始めました。

シオンのために大 きな犠牲 を払 う出

来事が，1834年 に も起 こりました。 こ

の時，ブリガム ・ヤングはジョセフ ・

ス ミスに同行 して，シオ ンの陣営 と呼

ばれた行軍 に参加することにな ります。

ミズー リ州にいた聖徒たちが，暴徒に

家 を追われ，救援 を求 めているとい う

知 らせが，カー トランドに屈いた時の

ことでした。カー トラン ドに住 む兄弟

たちにす ぐさま救援の訴えが伝 えられ

ました。その結果，ジ ョセフ ・スミス

をはじめ とする205人 が この救援 の嘆

願 に応 じることにな りました。力には

力で対抗 され ることになるか もしれま

せん。 この行軍に参加 した人たちは，

1，600キ ロ先 の行軍の終わ りには死が

待 っているか もしれない ことを，皆承

知 していたのです。

ブリガム ・ヤングの時代 の人々は皆，

長距離 を歩 くのには慣れてい ましたが，

この行軍だけは別で した。 ヤング大管

長 は，後年 その時の ことを回顧 して，

宣教師 として働 いている時 には，何 カ

月も靴 の中を血 だらけにして歩 き回っ

たものだが，その伝道活動でさえ，初

夏の暑 さの中 を毎 日歩 き続 けるこの行

軍の厳 しさに比べた ら物の数ではなか

った， と語 っています。

行軍が進 むにつれ，疲労 もピークに

達 し，忍耐 も限度 を超 え，つ まらない

ことで怒 る者 も出て きました。 そして，
はなは

恐 ろしいコレラに襲われたのです。甚

だしい腹痛 に見舞われ，急死する者 も

いました。 その2年 前，北 アメ リカで

はコレ!ラが大流行 していたため，その

症状 についてはだれで も知 ってい まし

た。下痢，発作的なおうと，激 しい腹
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痛 に襲 われ，やがて脱水症状 を起 こし，

顔面がそうは くとなってやつれ，手足

が冷た く暗紫色になって，皮膚がカサ

カサになるのです。

1日 で死 ぬこともあれば，1時 問し

かもたない こともあります。 ときには，

まるでおので切 り倒 されたかのように，

突然前かがみになって絶命す る犠牲者

すらいる有様で した。 シオンの陣営に

加わっていた者の中には，逃走 を企 て

る者 もいましたが，ブ リガム ・ヤング

はそのまま陣営にとどまりました。 ジ

ョセフ ・ス ミスは，病人の世話 と死者

の埋葬 に当たって最 も活躍 した者 とし

て，ブ リガム ・ヤングの名前を記録 に

残 しています。

シオンの陣営での経験の後 しばらく

して，ブリガム ・ヤ ングは1835年 に組

織 された近代 における最初 の十二使徒

定員会 の会員のひとりに召 されました。

新 しい召 しを受けたブ リガムは，様々

な変化 を経験 し，新 たに加 えられた責

任の重 さを実感す ることになります。

しか し，彼 の人生の目標は，それ まで

と何 ら変わることがあ りませんで した。

それは，ジ ョセフが始めたみ業 を継続

し，人 の子 の再臨の前 にあらゆる備 え

をすることで した。

ブ リガム ・ヤングの使徒時代の出来

事の中か ら， この目標達成 のためにひ
まいしん

たす ら遙進 し続 けた ことを物語 る事件

をふたつ紹介 しましょう。両方 とも，

1839年 の出来事 です。

ひ とつ は2月 に起 きた出来事です。

当時， ジョセ フ ・ス ミスは リバテ ィー
ろうごく

の牢獄 にとらえられていたため，ブリ

ガム ・ヤングが十二使徒定員会の会長

として教会運営の指揮 を執 ってい まし

た。当時の最大の問題 は，聖徒たちを



ミズーリ州か らイ リノイ州へ移住 させ

ることで した。多 くの人々 は貧困にあ

えいでお り，引っ越す用意が整ってい

る者はほんの一握 りで した。 この少数

の人々の心 には，自分の命 さえ助かる

ものなら一刻でも早 く脱 出したい とい

う誘惑が強まっていました。 しか し，

ブ リガム ・ヤングは，神の真の聖徒 な

らそのような行動 はとるべきではない

と考 えました。人が互いに愛や思いや

り，関心 を抱 き合わない限 り，決 して

社会 を維持 してい くことがで きないの

は，明 らかだったか らです。

そのため，集会が招集 され，誓約が

交わされ ました。すなわち，その誓約

書に署名 した者は，貧 しい人々をひ と

り残 らず助けて，一緒 に撤退で きるよ

うになるまでは，決 して置き去 りにし

ないと誓 ったのです。 ブリガム ・ヤ ン

グとその家族 は，ヒーバー ・C・ キ ン

ボール(キ ンボール長老 自身 は， ミズ

ー リ州 に残 ることになった)の 家族 と

ほろ

共に厳寒の2月 に，幌馬車隊 をイ リノ

イ州に向けて出発 させました。 この大

移動は，モルモ ンの移住の歴史の中で

も，特異 な部隊のひとつとな りました。

ミズー リ州 の凍結 した大平原 を32キ

ロほ ど進 むと，ブ リガム ・ヤングはそ

こで馬車 を止め，妻 と5人 の子供 のた

めに仮住 まいを作 ると，再び出発地点

に取って返 しました。そして，何人か

の貧困にあえぐ聖徒たちを乗せ，その

持ち物 を積み込む と，再 び家族のいる

地点へ と戻 るのです。 このようにして，

彼 は結局， ほかの大部分 の人が進んだ

距離の3倍 に相当する距離 を旅 したの

です。やがて，イ リノイ州 クインシー

の最終到着地点で，心に残 る集会が開

かれ ます。 この集会中，クインシーに

到着 した聖徒たちは， まだ50家 族がフ

ァーウエス トに残っていて， しか も貧

し くて出発で きない状態にあることを

知 らされました。集 まった聖徒たちは，

ここでもう一度心を合わせ，帽子やコ

ー ト
，靴 といったわずかに残された持

ち物 を売 り払ってで も，貧 しい聖徒 た
ねんしゆつ

ちの移動のための資金 を捻 出す る こ

とを提案 しました。ブリガム ・ヤング

はその時のことを，次の ように記録 し

てい ます。
せいさん

「私 たちはパ ンを割 いて，聖餐 をい

ただいた。この集会の終わ りには，合

計50ド ルの献金があ り，困窮 した兄弟

姉妹を救出す るために幌馬車隊を出す

ことを約束 して くれた人 も何人かいた。

そうした約束 をして くれた人の中に，

ウォーレン ・ス ミス兄弟の未亡人 もい

た。夫 と子供 をハ ウンズミルの虐殺事

件で殺 された女性である。彼女は，自

分 に残 されたたった1台 の幌馬車 を，

この愛 に満ちた特別な計画のために提

供 したのである。」

こうした一連の経験 を通 じて， ブリ.

ガ ム ・ヤングは，人は互いに愛 し合い

なが ら暮 らせること，また愛 と関心 を

抱 き合 うことを基盤にした， もっ とク

リスチャンらしい社会 を作 り出す力 を

確かに備 えていることへの確信 をます

ます強めていきました。

この同じ年に起 きた もうひ とつの出

来事 も，神の王国を建設す るためなら，

いかなる犠牲 もい とわないとす るブ リ

ガム ・ヤングの決意の強 さを表わす も

のです。1839年9月 か ら1840年2月 ま

での間の出来事で，イギ リスヘの伝道

にかかわることです。

ここでは，ブ リガム ・ヤングのニュ

ー ヨーク州への旅のことを重点的に取
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り上げることにしましょう。十二使徒

たちには，特別 な伝道 に出かける時期

がすでに到来 していることを告げられ

てい ました。 しかし，ブリガム ・ヤン

グは， ほかの多 くの兄弟 と同様，マラ

リヤの症状 に苦 しんでいました。 この

時，アイオワ州モン トローズにいたヤ

ングは，体 のあらゆる部分に痛みを覚

えなが らも，ベ ッドか・らようや くのこ

とで抜け出 し，旅支度を始めます。 自

分 のコー トもなかったヤングは，代わ

りに揺 りか ごか ら上掛けを取 り出 し，

それで身 を包 みました。子供 たち も皆，

高熱のために伏せっています。妻 もま

た病気で，その上，生 まれて10日 しか

たっていない赤ん坊の世話をす る人 も

必要で した。ヤングの家か らミシシ.ッ

ピ川 までは，わずか150メ ー トル しか

なかったのですが，ヤ ングはその川岸

まで歩いてい くことす らで きない状態

で した。隣人が馬車 を出して くれ，ヤ

ング会長 はやっとのことで馬車の上 に

はい上が りました。川岸 で出会 った人

か ら，船 に乗せて もらって対岸 まで着

くと，そ こでイスラエル ・バーロウの

用意 した馬 に乗せ られて， ようや くの

ことでノーヴーにい るヒーバー ・C・

キンボールの家 に到着 しました。家 に

入って倒れ込んだヤングは，それか ら

4日 間立ち上がることもできませんで

した。

やがて出発の時が来て，宣教師たち

は出て行 きました。 た とえわずかで も

東部へ向かって進 もうと考 えたか らで

す。ヤング会長 も馬車の後 ろに乗 りま

した。風邪の不快感 を味わった ことの

ある人 なら，病人がイ リノイ州やイ ン

ディアナ州 の田舎道を馬車 に揺 られて

旅するのが， どれほどつ らいことか，







を清め，守 るのである。

私たちの力の及ぶあらゆるものに，

耕す土壌 に，建てる家に，そ してすべ

ての所有物に，神聖な影響 を及ぼそう

ではないか。汚れたものを断ち，心 に，

家に，市 に，そして世界中の国々に神

のシオ ンを確立するな らば，私たちは

この世に打ち勝つ ことがで きるであろ

う。 この地の主人 は私たちだか らであ

る。 そして， とげやいばらに代わって，

食用 とな り地 を美し く飾 るあらゆる植

物が地上に芽 を出すで あろう。」(「説

教集」9：284)

要 約 すれば，ブ リガム ・ヤングにと

って，都市計画 というのは単 に町や果

樹 園を作 ることではあ りませんでした。

それは，神のみ使 いが住むにふさわ し

い町 を作 ることであ り， この地上で天

国の一部 を実現することだったのです。

教育，音楽，芸術文化 も大切 な役割 を

果たす ことになっていました。そして

ヤ ングは，アメリカ合衆国西部にお け

るシオ ンが，やがて世界中の民に とっ

て完壁な模範 とな り，訪れた人々が私

たちの模範から益 を受ける日が来 るこ

とを心か ら願 っていたのです。

ヤングの夢 は，多 くの面でまだ実現

していません。それは，私たちの多 く

がまだその重要性 を十分 に理解 してい

ないか らなのです。現代 に生 きる私た

ちに向かって， こう尋ねた くなる人 も

いることで しょう。「その同 じ夢 に向

かって，ブ リガム ・ヤングのように努

力している男女や若人が，現代 の教会

にいるで しょうか。」それ に対 する答

えは， こうであ りたい ものです。「い

ます よ。私たちのワー ド部 にも，私た

ちの支部に も。」□

ブリガム・ヤングの年表

年

1801

1815

1824

1832

1B34

1835

1839-41

1844

1846-47

1847

1850

1853

1858

1867

1869

1875

1877

年齢

14

23

31

32

33

33

38-40

43

45-46

45

46

49

52

57

66

68

74

75

76

1801-1877

出 来 事

6月1日 バーモント州ウイッチンガムで誕生。

母死去。生計を立てるために働き始める。大工となる。

10月5日 ミリアム ・ワークスと結婚。

バプテスマを受ける。長老の職に聖任される。妻死去。ジョtz

フ ・スミスと初めて会う。合衆国とカナダで短期間の伝道に従

事。

2月 旧日 メアリー ・アン ・エンジェルと結婚。

5月 一6月 シオンの陣営で隊長を務める。

2月M日 近代で初めて組織された十二使徒定員会の一員に聖

任される。

英国で伝道。

6月27日 ジョtzフ ・スミス殉教。

8月8日 十二使徒定員会会長として教会を導く。

聖徒たちのソルトレーク盆地への移住を指揮。

1月14日

7月24日

12月27日

6月15日

4月6日

6月11日

10月6日

を開催。

11月11日

12月8日

教義と聖約第136章の啓示を受ける。

最初の聖徒の隊と共に，ソルトレーク盆地に入る。

大管長として支持される。

ユタ準州の知事となる。

ソルトレーク神殿の隅石を据える。

8年 の任期を終えて知事の職から解任。

完成したソルトレーク ・タバナクルで最初の総大会

日曜学校の管理組織を設立。

扶助協会を再び組織する。

ユタまで鉄道が完成。

11月28日 青年女子のための組織を設立・

6月10日 青年男子のための組織を設立。

4月6日 合衆国西部における最初の神殿であるセントジョー

ジ神殿を献堂。神権による正しい組織を改めて強調する。

8月29日 ユタ州ソルトレークシティーにて死去。
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家庭訪問メッセージ

日々，主 を求 め る

慈
しみ深い天父の子供 として，私

たちは天父の愛 に浴 しています。

にもかかわらず，時折，天父の愛 に満

ちた導きを感 じられない ことはないで

しょうか。 しか し，す=織駿

】て'を 呼 び求 めることを学んでい く

なら，希たちの信仰 はどのような状況

にあって も頼れる，本物の強い力 とな

墜 そうすれば 具甦 鰺
主の導 きのみ手 を一層 はっきりと感 じ

1LLUSTRATEDBYLORIANDERSONWING

味で道に迷っている人々が，天父の愛

を知 ることがで きたら， と思い ます。」

天父が祈 りを聞き， 日常生活の小 さ

な事柄に至る まで導 いて くださると証

で きるような個人的な経験が，あなた

にはあるでしょうか。

れるようになるで しょう。

アルマ書 の中でア ミュレクは，天父

は私 たちの生活 のあ らゆる面に深い関

心 を持ってお られ るが，主 の導 きは私い
た §求めるときにのみ大 きな力 を及

婁 ことを指摘 し，、こう教 えています。
「ねがわ くはあなたたちが悔改 めを

生ずる信仰 を起 し……神の御名 によっ

て祈 り始め……

へ りくだってたえず神に祈れ。
い

牧場 に居 る時 は， あなたたちの家畜
むれ

の群 について神 に祈れ。

家 に居る時はあなたたちの家族全体

について朝 も昼 も晩 も神に祈れ。

あなたたちの敵の力 を防 ぐことがで

きるように神に祈れ。
ゆたか

あなたたちの田畑 の収穫が豊である

よう，その作物 について神 に祈れ。

牧場 にあるあなたたちの家畜がふえ

るように神 に祈れ。

こればか りではない，あなたたちが

一人 で部屋 に居 るときも
，秘密 の所 に
ロ

居 る と き も， ま た野 に 居 る と き も心 に

あ る こ と を う ち 明 け て 祈 れ 。」(ア ル マ

34：17，1922，24-26)

よ り強 く主 の 助 け を 求 め る 必 要 が あ

るのは， どのような場所や状況にある

ときで しょうか。

「道を示 して ください」

何年 も前のことです。ある宋 日聖徒

の少女が家族 の牧場か ら離れた岩 だら

けの荒野で道 に迷 って しまいました。

怖 くなって途方に暮れた少女 はす ぐに

助 けを求める必要があると感 じ， 目を

閉 じて熱心 に祈 りました。「天のお父

様，家 に帰る道を示 して ください。」

祈 りの言葉が口か ら出るや否や，あ

たか も両肩に手が置かれ，道案内をさ

れているかのように感 じました。 この

ような導 きを受けなが ら，彼女は近 く

の小 さな谷へ と戻 り始 めました。主に

導かれているという強 い気持ちは，家

にたどり着 き， ドアの取っ手 を回す瞬

間までずっ と続 きました。

この経験を通 して彼女は生涯揺 らぐ

ことのない信仰の基礎 を築 くことがで

きました。彼女はこのように語ってい

ます。「すべての人々，特 に霊的 な意

ドアを開けて主を招き入れる

「見 よ
，わた しは戸 の外 に立 って，

たたいている。だれで もわたしの声を

聞いて戸 をあけるなら，わたしはその

中にはい……るであろう。」(黙 示3：

20)こ の聖句 を描 いた有名 な絵 を見 る

と， ドアの取 っ手は私たちの側にしか

っいていません。主 はいつでも入 って

来 られるように立っておられますが，

主を招 き入れるように私たちに強制 し

てはお られないので
'

/

祈 りを通 して神 に心を向けるとは，
」

ドアを開け，私たちの生活の中に信仰

の力 を招 き入れ るように自分 自身 を整

える ことなのです。「され ど信仰 な く'
まんじな　レ

ば，汝 何事 も為 し得 ざる ことを忘 る
ゆえ も

なかれ。故に何事 も信仰 を以て求むべ

し。」(教 義 と聖約8：10)

主 は私 たちの日常生活 を 、 れ，

いつで も私たちの呼ぶ声 にこたえよう

としておられます。荒野で道 に迷い，

おびえていた少女を助けて くだ さった ・

ように，へ りくだって主 に祈 り求 める

な らば，主は私たちにみもとへ帰 る道

を示 して くださるのです。

王 尋 きを求めなが ら生活するとき，

主の教えに従うカはどのような形で与

えられるでしょうか。□

聖徒の道/r993年2月 号

25





打ち明けられな'」悩み

リーサ ・A・ ジ ョン ソン

ア
ン ドリア*に 会う た人 はだれで

も，彼女 を好 きにならず にはい

られ ません。温か く気さ くで愉快 な女

の子です し，人 を褒 めて良い気持ちに

させ るのが上手だからです。

'で も， アンドリアが これ までずっと

そんな女の子 だったか とい うと，そう

ではあ りません。

だれにも打ち明けられない，暗 く悲

惨 な秘密 を抱 えて歩んでいた時期が，

長 い間あったのです。涙 をた くさん流

しました。落ち込 むこともよ くあ りま

した。人か ら遠 ざか り，友達 もできま

せんで した。自信がな く，学校で もほ

かで も，人に抜 きんでる ということが

で きませんでした。ア ンドリアは幼い

時に性的虐待 を受けたのです。

「恐 ろしい罪 を犯 して しまった
， と

思ったのです。」アン ドリアはそう語

って くれ ました。「口にす るの もお ぞ

ましくて，だれ にも話せ ない と思った

のです。 自己嫌悪に陥 り，自分 には生

きる値打 ちもない と感 じました。で も

ある日， とて も理解のある監督が， そ

れは私の過ちで もない し，主 も変わ る

ことなく私を愛 してお られ，問題解決

のための援助が得 られる と教 えて くれ

たのです。」

専門的かつ霊的なカウンセ リングを

含め，いろいろな援助を受けたおか げ

*の あ る名 前 は 仮名 で す。

で，アンドリアは少 しずつあの忌 まわ
いや

しい過去の経験 を葬 り，心 の傷 を癒 し，

情緒的，霊的な健康 を取 り戻 しつつあ

ります。

ひ とりではない

残念なが ら，アンドリアのようなケ

ースは珍 しくはありません。若い女性・

男性 を含め驚 くほど大勢の人たちが虐

待の犠牲者 になっているとの報告が，

毎 日のように寄せ られているか らです。

虐待の対象者は，ある決 まったタイプ

や社会層の人々に限 られるわけで はあ

りません。 これまでの報告 によれ ば，

人種・宗教・職業・収入のレベル ・教育的

背景などの違いにかかわ らず，対象者

はあらゆる人々に及んでいるのです。

虐待 は，末 日聖徒の家庭 にも起 こる

ので しょうか。悲 しいことに，実 は教

会内部で も起 きています。教会本部 の

指導者 たちの元に，虐待を受けた会員1

か らの手紙が数多 く届 けられています。

性的虐待 とは， そもそ!も何を指すの

で しょうか。定義 によれば児童に対す

る性的虐待 とは，「ひ とりの子供 と，

力 を持 ち信頼 され支配する立場 にある

大人 または同 じような立場 にある別の

子供 との間で行 なわれる， あらゆる形

の性的刺激行為」 を含 むとあります。

(「児童虐待 宗務指導者 のために」

〔教会パンフレッ ト〕1985年 版 ，p.2)

「お そら く 〔児童虐待 の〕問題 は
，

これ まで も存在 していたので し ょう

が」 と， ゴー ドン ・B・ ヒンクレー第

一副管長 は語 ります
。「今 ほど問題視

されていなか ったのです。この恐 ろし

い罪悪 に対 して大 きな反対 の声が上 げ

られているのは喜 ばしいことです。 こ

の罪悪は私たちの周 りにも非常に多 く

見受 けられます。父親 の皆 さん，子供

を虐待すれば，必ず神 の怒 りを招 くこ
そうかん

とを忘れないで ください。近親相姦 の

罪 を犯 した人 は， だれであって も神権

を受 けることはできません。教会員 と

しての資格 を持つことも認 められませ
しか

ん。然るべ き措置が取 られることとな
おう だ

ります。殴打，あるいはほかの方法で

子供 を虐待す る人 は，すべての者の偉

大 な裁 き主に対 して申し開 きをしなけ

ればな らな くな ります。」(『天父に喜

ばれるために』「聖徒 の道」1985年7

月号，pp.54-55)

教 会員か ら寄せ られた手紙の中には，

性的虐待が どれほ どひ どい ものかを記

したものがあ ります。15歳 になる リン

デ ィー*は ， こう書 いて い ます。「ベ

ビーシッティングをしていた家の両親

が帰宅 した時，私 としては奥 さんに家

まで送って くれ るように頼むつ もりで

した。で もご主人が， どうして も自分

の運転で， と譲 らないのです。私 はそ

の時す ぐに，問題 に巻 き込 まれること

がわか りました。帰宅途中の車の中で，

この男性 は私 にいたず らをしようとし

たのです。 どんなにやめさせ ようとし
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ても無駄で した。」

16歳 のティファニー*は ，別 の経験

を次の ように記 してい ます。「私 は，

5歳 ぐらいの時のことを特 に鮮明 に覚

えてい ます。兄や姉たちと一緒 に，祖

父の家へ泊 まりに行ったのです。……

私は祖父に，おなかが痛い と言いまし

た。する と，祖父は私 にまくらを取っ

て くるように，そして自分 のひざの上

に乗 るように と言い ました。それか ら

彼のいたず らが始 まったのです。」

25歳 のデビッ ド*は ，男の子 も犠牲

者になると指摘することが大切 だ と感

じています。「私 に も性的虐待で苦 し

んだ経験があ りました。加害者は私の

ベ ビーシッターで，私がまだ小 さい こ

ろで した。私には彼女が何をしてい る

のかわか りませんで した。数年後，何

をされたかがわかった時，胸がムカム

カしました。恐 ろしい気持ちを感 じた

のです。」

この 「恐 ろしい」気持 ちは，虐待 を

受 けた人のほとん どが経験 します。 こ

の気持ちの処理 は，回復過程の中で も

最 も大切な段階のひ とつです。

「罪は間われない』

大管長会 は， この問題 に関して，次

のような方針を公式 に認 めています。
ごうかん りようじよく
「強姦 あるい は性 的 陵 辱 の被 害者の

多 くは，精神的 に深い痛手 を負い，不

必要な罪悪感に苦 しんでいます。教会

役員はこのような問題を取 り扱 う場合，

極 めて慎重 に， また思いや りをもって

対処 しなければなりません。そして，

彼らは邪悪 な行為の犠牲者であって，

罪はない ということを諭 して励 ましを

与 え，被害者が罪悪感を克服 して対人

関係における信頼 と自尊心 とを再び取

り戻せるように援助 して ください。

ただ し，相手か ら攻撃 をしかけられ

た場合でも，性的関係を持つことに進

んで合意 した成人 は，当然のことなが

ら，その行為 に対す る責任を求め られ

ます。 また相手 との性的関係 に至 る原

因を意識的に作った人 も，その後 の行

為 に対 して責任 を求め られ ます。 しか

し，性的関係 を暴力 によって余儀 な く

された ことが確実な人は，被害者 であ

り，いかなる性的な罪 も問われ ません。

同様に，性的陵辱 を受 けた子供 の場

合 も，その性的行為の重大性 を理解す

る責任を求め得 る年齢に達 していなけ

れば，罪 に問われる.ことはあ りません。

また，子供側 の明白な同意に基づ く行

為であっても，子供が加害者 に対 して

極 めて従属的な立場 にある場合 は，そ

の同意を無効 とするか，子供への道徳
もんせき

的な問責 を緩 め る必要 があ ります。」

(教会幹部，地 区代 表， その ほかの神

権 指導 者へ の手 紙，1985年2月7日

付)

援助を受ける

虐待の被害者 は， 自分 は悪 くない と

い うことを知 る必要があ ります。 また，

助 けが絶対 に必要だ ということも知 る
しんせき

必要があ ります。そして，親戚やカウ

ンセラー，教 師，監督な ど信頼 を置い

ている親 しい人 に，す ぐ打ち明ける必

要があ ります。虐待 されたことを黙 っ

ているべ きではないのです。

虐待 された ことを報告するのがむず

か しいのには，実に様々な原因があ り

ます。被害者が虐待 の報告 をすれば，

本人 または本人 の家族 に危害を与 える

と加害者が脅 している場合が よくあ り
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ます。そのような脅 しは，何 らかの過

ちをその人物が犯 している とい う明確

な合図ですか ら，す ぐにほかの人 に話

さなければなりません。加害者 には自

分が悪い ことをしているという自覚が

あり，だれ にもそれを知 られた くない

と思っています。

一方
，被害者 は， もし脅迫 されてい

ることを報告すれば，援助 と保護が受

けられるのです。

犠牲者の多 くが，虐待について話 す

のをため らう理 由がほかに もあ ります。

報告によって家族がバ ラバ ラに崩壊 す

るのではないか と恐れるか らです。必

ず しもそうなるとは限 りません。問題

が極端 に大 きければ国の行政機関の力

で，加害者 を家庭か ら追い払 うことも

できます。個人や家族の問題 を解決 し

て くれるカウンセラーの力 を借 りるこ

ともできます。 カウンセ ラーの目的は

家庭 を破壊す ることではな く，家庭 を

築 くことです。犠牲者 は，監督 や学校

のカウンセラー∫信頼で きるほかの大

人の所 に足 を運 んだ り， この方面での

カウセ リングを専門 とす る地域 の援助

プログラムに助 けを求 めた りす ること

がで きます。費用がないか らといって，

報告をあきらめてはな りません。必要

な助 けを受 けるために，いろい ろな援

助プログラムを利用できるでしょう。

専門のカウンセラーがそのようなプロ

グラムについて教 えて くれ ます。(訳

注 日本 では地方 自治体 の児童相談

所な どが適切な援助 を与 えて くれ ます)

さ らに犠牲者は，報告 によって教会

での家族の地位や評判が台なしになっ

てしまうのではないか， と恐れている

こともよ くあ ります。しか し，加害者

に対 しては何 らかの措置 を講 じなけれ

ばな りません。加害者を悔 い改めさせ，



さらに虐待を繰 り返 させないためです。

「教会宗紀の 目的は以下 の とお りであ

る。(1)背 罪 者 を救 う。(2)罪 の ない

人々 を保護 する。(3)教 会 の……高潔

さ……を守 る。」(「教会指導総合 手引

き」p.10-1)

虐 待 についての報告は，男性の場合，

特にむずか しいか もしれ ません。男性

は力があ り， どんな状況の中で も自分

を守れなければな らない， という社会

の風潮があるか らです。自分が犠牲者

であることを認めたら，自分の男 らし

さを疑われ るのではないか と恐れ ます。

犠牲者か らの虐待の報告 を妨 げる理

由は， ほか にもあります。 自分の身近

な人 の犯 しているぞっとす るような罪

を認 めるのはむずかしい ものです。そ

のため犠牲者の多 くが 自分 を責 めるよ

うになります。虐待 について報告せず

に，自分は当然 の報 いを受 けたのだ と

考 えてしまうのです。 また，ひ とたび

虐待の事実が報告 され ると，自分 は不

潔で，愛され る資格が ない と人か ら思

われるのではないか と考えるのです。

犠牲者 の中には犯罪の事実 さえ理解で

きない人 もいます。加害者が，そうい

う関係 を自然で正常だと，犠牲者 に信

じ込 ませ るか らです。

虐待 の報告にはこのようにい ろい ろ

な困難がついて まわ りますが，それに

もかかわ らず，報告はきわめて大切で

す。虐待の関係者全員が助 けを得 る，

とい う点が とて も大切 なのです。犠牲

者が問題 を処理するときに助 けを受 け

なければ，その結果 はあ りとあらゆる

醜悪な形でそこかしこに姿を表わすで

しょう。虐待 は，必ず とい うわ けで は

あ りませんが，非行，うつ病，不特定

多数の異性間交渉， 自閉症，同年代グ

ループ との交際不能，信頼感 の欠如，

将来 の結婚関係での問題 などの原因に

な ることがあ ります。問題 を放置 して

お けば，今度は犠牲者が自分自身の子

供 を虐待 する， という結果 を招 くこと

さえあ ります。

「9カ 月間
，私 は地域 のあるグルー

プに属 してい ましたが，そこに10代 の

女の子 に性的いたず らをする指導者が

いたのです」 と語 るの はシ ャロ ン*で

す。「私 も犠牲者 のひ とりです。彼が

どんなことをしたのか，詳 しい ことは

警察の報告の中に記されています。カ

ウンセ リングで，私は自分が受けた行

為 をいっ まで も覚 えてお く必要はない，

とわか りました。」

立ち直る

虐待 を受けた事実をひとたび認 めた

犠牲者は，危機に適応す る段階を乗 り

越 えなければなりません。多 くの犠牲

者がその段階 の途 中で行 き詰 まって し

まいます。 こうしたつまず きは本人の

対人関係 を観察するとわか ります。立

ち直 るには助 けの必要な場合が よくあ

ります。

最初に来 るのは衝撃です。 それは無

感覚の状態です。心 に痛手を与えたそ

の状況があまりにも恐 ろしすぎて，理

解できないか，受け入れられずにそう

な るのです。

次 に来 るのが否定です。犠牲者 はこ

う考 えます。「信 じられない。 こんな

ことが起 こるはずがない。なぜ私が。

どうして家族 が。」

その後 に怒 り，激高，嫌悪感 と続 き

ます。「何 て ことをしたんだ ろう」 と

犠牲者 は考 えます。「どうして こんな

に恐ろしいことが私に起 こったのだろ

う。 こんなに残酷な ことがで きる人 な
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んてだれ もいない。」

そ して，約束 や取 り引 きを始 めます。

「こんなことが もう二度 と起 こらなけ

れば， きっ と忘 れることがで きる」 と

か，「もっ と正 しい人 になれ ば，祝福

を受けてこんな ことは二度 と起 こらず，

全部忘れ られ るだろう。」

否定 して も役に立たない ことがわか

ると，今度 は憂 うつな気持 ちに襲われ

ます。「もう清 い状態 には戻れない」

とい う間違 った考 えを犠牲者 は持ちま

す。「自分 は価値 のない どうしようも

ない人 間だ」 と考 えるのです。

もし何 らかの援助が得 られれば，次

に来 るのは受容でしょう。犠牲者 はこ

う考 え ます。「この傷 は とても深い。

で も，人生にはいつ も明 日がある。 こ

れだけのために，永遠に自分 を駄 目に

する必要はない。」

最後の段階は適応です。虐待に対 し

て正 しい見方がで きるようにな り，自

信や 自尊心 もよみが えって きます。虐

待は過去の出来事 とな り，犠牲者 はそ

の出来事 にとらわれ なくなります。

こうした一つ一つの段階 を経て，ア

ンドリアの人生 は幸福で， より充実 し

た ものになりました。性的虐待 を受 け

たほかの人たち も，彼女 と同じように，

回復 に向か って歩 き出す ことができま

す。彼 らにとって大切なのは，彼 らに

は虐待 を拒否する権利があり，虐待 を

受 けた場合 は助 けが必要だと理解す る

ことです。 自分 に罪 はな く，汚れ もな

く，純潔 という点でだれにも劣 らない

ことを知る必要があるのです。何にも

まして，天父が変わることなく彼 らを

愛 してお られ，彼 らに大 きな期待を寄

せておられ，立 ち直るための方法を与

えて くだ さることを知 る必要があるの

です。□





聖なる地にτ

グ レゴリー ・エ ンシナ ・ビリコフ

チ
リ ・サンティアゴ神殿 の中庭 に

たたずんだ私 は，少年のころ，

ちょうどこの場所にあったカ トリック

教会 の学校 に通 っていた ことを思い出

していました。1970年 の春，司祭か ら，

学校 をモルモ ン教会 に売ることになっ

たとい う発表が あ りました。「チ リ人

の皆 さんは，宗教 といえばカ トリック

教会 しか思い浮かばないでしょう。」

「もちろん。ほか に何があ るとい う

んだろう。」私 はそう思った ものです。

司祭 は続 けて 「宋 日聖徒イエス ・キ

リス ト教会についてのレポー トを提出

するように」 と言いました。

末 日聖徒の伝道本部が家のす ぐ近 く

にあったので， レポー トを書 くのに必

要な情報 を求めて，私は本部 を訪れま

した。家 に帰ると，教会 を紹介 した美

しい小冊子 と，モルモ ン経 に目を通 し

ました。モルモン経 の最初のぺ一ジに

は，モロナイの約束が記されていまし

た。

「またこの記録 を受 ける時
，それが

真実な ものか どうかをキリス トの御名

によって永遠の父なる神 に問 え。 もし

誠心誠意でその上 キリス トを信 じなが

ら問 うならば，神 は聖霊の力 によって
たしか

この記録が確 なものであることをあな

たたちに示 したもうにちがいない。

そして聖霊 の力によって一切の事の

わか

真実であるか どうかがあなたたちに解

る。」(モ ロナイ10：4-5)

この約束 を読 んだ時， この言葉 は真

実で，モルモ ン経 は真実の書物で ある

とい うみたまの証 を感 じました。 しか

し当時私 は15歳 で，真剣に宗教につい

て考 えるには若すぎました。 そのため，

この気持ちに対 し，具体的な行動 は何

も取 らない ことに しました。 それでも

関心 は募 る一方で，モルモ ンに関する

私のレポー トは，クラスで一番良い評

価を受 けました。

さらに，ある宗教 の授業 に出て以来，

私 は神の属性について深 く考え始めま

した。 そして，霊感 によって御父 と御

子 と聖霊は別々のお方で， 目的におい

てひ とつなのだ と理解するようにな り

ました。 この新たな知識を大切 に保 っ

たことが，後 に主 の真 の教会 をはっき

りと知 るうえで役立ちました。

主の教会 についてはっきりと知 った

のは，それから何年か後の ことで，家

族 でアメ リカに移 り，私がカ リフォル

ニア大学 に通 っていた時で した。同じ

学生寮にいたランディー という友人が，

モルモ ン経 を私 にくれたのですが，長

い間，開 くこともな く私の部屋で眠ら

せていました。 ランディー とはい ろい

ろな ことで意見が合いませんでしたが，

教会のこととなると，彼の言っている

ことは真実だというみた まのささや き

を感 じました。

クリスマス休暇で帰省する時，私は

飛行機の中で読 もうと，かばんいっぱ

いの本を持ってい くことにしました。

本 を詰 めている時 に，モルモ ン経が

目に留 まりました。 ほかの本 を読 み終

わったら読 もうと思い，最後 にモルモ

ン経 をかばんに入れました。 しか し最

後に入れた本は，飛行機 の中で最初 に

出て来 ることになります。するとたち

まち， この本 を読 まなければ， という

思いにか られ ました。昼夜 をおかず読

み続けた私 は，4日 間でモルモン経 を

読み終 えました。祈 りの気持ちで読 み

進 めるにつれ， これ は真実の書物であ

る とわか り， 自分が発見 したことのす

ば らしさに驚嘆 しました。

カリフォルニアの大学 に戻 るとす ぐ，

ランディーにモルモン経 に対する私の

確信 を伝 え，バプテスマを受 けたいと

話 しました。彼 は感激 していました。

私たちは宣教師 と連絡 を取 り，間 もな

く私 はバ プテスマ を受 けました。

ひ とりの生徒 として宗教の授業に出

ていたあの時の私 は，その同 じ場所 に

建つ主の宮居，チリ ・サ ンテ ィアゴ神

殿 に参入する日が来るなど考 えて もみ

ませんで した。□
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フ イ
、"

ン ー
信仰の島々

「天国のような」とは
，フィジーの芙 しさを描写するのによく使われる言葉です。

しかし，教会員にとっては福音がその自然美に霊的な美しさを加え，

この地上のパラダイスでの生活をよりすばらしいものにしてくれています。

シ ャー リー ン ・ミー ク ・サ ンダース

かつて教会の太平洋地域会長会のひ とりであったグレ

ン ・L・ ラッド長老 はこう言います。「神 は一番 ご機嫌

の良い日にフィジーを造 られた。」 フィジー諸島最大の

島ビティレブ島の端か ら端 まで車を走 らせれば，その言

葉が実感できます。熱帯雨林の樹木や整然 と並ぶサ トウ

キビ畑の上 にそそ り立つ火山の峰々。ヤシの木立ちと砂

浜が続 き，その先 に明る く緑がかった青色に輝 く海が広
かも

がっています。 また，様々な緑の色合いを醸 し出す木の

葉の間か らは，花や木の実がふんだんに顔をのぞかせて

います。

パラダイスのようなこの国でも，生活がすべて牧歌的

というわけではありません。 フィジーの自然美の裏では

発展途上 の国として，国民は経済的，政治的，社会的な

様々な課題に直面し，その発展に伴 う成長の痛み とも戦

っているのです。 しかし，フィジーにはイエス ・キリス

トの福音が生 きる力の源 となっている人 たちがい ます。

フィジー ・スバステーキ部大会でのアカニシ ・ロシ姉妹と

娘の トゥポウトゥア ・バラビララちゃん。

約7，000人の末日聖徒がこの島国に住んでいる。

`

]

]
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左端 シガ トカ支部のブリッジマ ・ワティ ・キャラン

姉妹は母国で福音のメッセージを分かち合った地元出身

の宣教師のひとり。中一 一フィジーの美 しい花々。スイ

レンとラン。左 テ ィモジ ・ラトゥ監督と妻のレティ

ラ，一番下の娘アケサ。ラ トゥ監督はこう語る。『私 た
の

ちの誇 りのひとつは，福音を豊べ伝えることです。私た

ちは，教会の会員であることを恥ずべきこととは思って

いないからです。」

る村 に割 り当て，彼 らが一緒 に行ってその村の教会員全

員 を一度に訪問で きるようにしています。

シガ トカ支部では，扶助協会会長のシテリ ・バロ姉妹

が一番遠 くに住む姉妹 たちを訪問するために，毎月バス

に乗 って山奥の村々へ出かけて行 きます。朝8時 に家を

出て，帰 るのは正午です。「本当はもっ とゆっ くり訪問

したいのですが，その後はバスがないのです。」

スバでは教会員 は比較的近 くに住んでいますが，スバ

ステーキ部の扶助協会会長グレース ・タイ ト姉妹 もコミ

ュニケーションに関しては同じような悩みを抱えていま

す。そこで彼女は，末 日聖徒イエス ・キリス ト教会が経

営する小学校 の校長職 にあることを活用 して，監督 たち

やワー ド部扶助協会会長たちへの連絡は，学校に来 る彼

らの子供たちや近所 に住む生徒たちに頼んでい ます。

フ ィジー系 とイン ド系

1878年 ， フィジーの英国総督府 はサ トウキビ産業振興

のため労働者 として多 くのインド人を移住 させ ました・

5年 たつと，インド人労働者には自費による帰国が認め

られました。 しかし， もう5年 フィジーに残る者 には，

インドヘの帰 りの渡航費 を政府が負担するか， フィジー

への残留 を認めることになっていました・労働者の多 く

は，カース ト制のあるインドに戻 るよ りはフィジーに残

って生活する方を選んだので した。現在では， フィジー

人 口のほぼ半数がこの時の労働者の子孫です。

イン ド系フィジー人 は祖国の文化を維持 してきました。

それはフィジー固有の文化 とはまった く異なるものです。

イン ド系 とフィジー系では，宗教 も違 えば，習慣 も生活

様式 も違 っています。 このため，両者 は互いにほとんど

交流のないままに暮 らしてきました。教会でこのふたつ

のグループの人々を融和 させ ることは，会員一人一人 に

とって常に，愛を示すときの試しとなって きました。特

に，近年の政治問題によって状況はより複雑化 していま

す。1987年 の10月 ，インド系が多数を占める政党か ら選

出されたばか りの新首相に代わって， フィジー軍が政権

を掌握 したのです。それ以来，両グループ問の緊張は増

すばか りです。

教会員たちはこの微妙な状況にどう対応 しているので

しょうか。スバステーキ部のナガステーキ部長 は次のよ

うに言います。「私たちの ことを観察 している人ならだ

れでも， よく一致を保 っていると言って くれるで しょう。

クーデターの時には，会員たちに教会 に政治 を持ち込 ま

ないよう助言しました。教会 に入ったか らには，皆兄弟

姉妹であると教え続 けています。個人的に国の状況を気

にかけている人たちも含めて，皆本当にそう信じている

と思います。」

ラ トゥ監督 は，あ りがたい ことに教会の中では新会員

の間にも緊張はあまり感 じられないと言い ます。「それ

はたぶん，社会的階級，人種，信教，肌の色 の違いはあ

って も，人 は皆同じであると福音が教えているか らだ と

思います。集会に集うとき，インド系会員の中にフィジ

ー系の人々を恐れる人たちがいれば，彼 らを安心 させる

ように努力しています。」

指導者たちは一致するように会員に教 えると同時に，

実際の経験 を通 して学ぶ機会 も提供 しています。 フィジ

ー系 もインド系 も共に高等評議員会やステーキ部，ワー

ド部 の補助組織に，また監督会や神権定員会などに召さ

れ，専任宣教師 としても肩を並べて奉仕 しています。そ

して，互 いへの敬愛の気持ちが育 っています。「彼女 を

愛してい ます。」フィジー系のバロ姉妹 はインド系の第
一副会長のブリッジマ ・ワティ姉妹について こう言いま

す。「彼女 はとて も私を助 けて くれます。扶助協会の責

任だけでなく，私が司会 をしているζきには幼い息子の
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面倒 も見て くれるのです。」

指導者たちはすべその会員が母国語でレッスンを受 け

られるようにも配慮 しています。フィジーの公用語は英

語ですが，年配 の会員や遠隔地に住む会員の中には母国
せいさん

語 しか話せない人 も多いからです。監督や支部長は聖餐

会にヒン ドスタン語，フィジー語，英語 を話す話者をひ

とりずつ計画することがよ くあ ります。扶助協会や神権

会では，教師は通訳の助 けを借 りて全員がレッスンに参

加できるように配慮 しています。そして，ワー ド部や支

部の活動ではフィジー料理 とインド料理がテーブルをに

ぎわします。

このような努力にもかかわらず，両グループ問に表面

にはっきりと現われない緊張感が生 まれることもありま

す。しか し，末 日聖徒のインド系会員 もフィジー系会員

も共 に，教会の中では外の社会で感 じられない心地 よさ

と平等感を共有できると報告しています。

文化 ・習慣

先住民のフィジー人にとっては，部族の習慣が生活の

中心になってい ます。国 じゅうに散 らばる村々にそれぞ

れの村のおきてを決 める村長がいます。実際，宣教師を

新 しい地域 に送るにも，教会の指導者たちは村長の許可

を得るために古い伝統的な式典に参加 しなければな りま

せん。

村の中では，人々は教会の協同制度に似た生活をして
ささ

います。財産のすべてを村長に捧げて，村長が彼 らの生

活に必要な食物，衣類，住む家を提供す るのです。 もし

だれか村から出て行 くことになれば，その人 の家族がそ

の財産 を引き継 ぐことになっています。ラ トゥ監督 はこ
しんせき

う言いました。「つい最近，親戚の子供 たちの学費がい

ると家族か ら知 らせがありました。 その子たちは私生児

で，父親がいないのです。私は彼 らに送金 しました。親

類 に必要が生 じた ときに助 け合 うのは， ここでは当然な

のです。」

フィジーの伝統では，年上の人から話 しかけられなけ

れば口を利 いてはな らないことになっています。また平

民 は，族長階級の人 には呼 ばれなければ近づ くこともで

きません。ほかの村の人 との接触に制限がある場合 もあ

ります。「この伝統のために様々な障害を生 じることが

あるのです」 とスバステーキ部の高等評議員，アレック

ス ・ローベ ンダン兄弟 は言います。「そんな制限があれ

ば，ひとつの村の家族はほかの村の家族をホームティー

チングできないことになるか らです。

この障害をなん とか乗 り越えて，文化ではな く主のみ

名 によって人々の元へ行 ける日が来ることを願っていま

す。 しかし，積極的に変化 を起 こそうとする人はあまり

いません。彼 らの気持ちもわか ります。だれ も問題 を起

こした くないのです。」

ウズニバラビ夫妻は文化 の障害 を乗 り越 えて結婚 しま

した。 ウズニバラビ姉妹 はフィジーの族長階級の出身で，

兄弟 は平民です。ウズニバ ラビ兄弟 はこう言います。
「交際期間中，妻 は私 と社会的階級の どち らかを選ばな

ければな りませんで した。 しかし，彼女に とって，家庭

に神権者のいることが一番大切だったのです。」

フィジーに住むイン ド系の人々にも強い伝統文化があ

ります。多 くのイン ド系の家庭では親は子供がデー トす

ることを禁 じます。結婚 はお見合いによるのが普通です。

女性は結婚すると夫の家族 の一員 となり，夫の母の家に

仕えることにな ります。そこに住む限り，義父の許可が

なければ何 もすることがで きません。夫 は父親の許可を

必要 としないので教会 に改宗できたとして も， この習慣

のために妻である若い女性たちの改宗が妨げられること

があ ります。
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右 スバシ ・ダス監督と妻 ローズリン，患子のアミッ

ト(左)と アナンド。ダス姉妹は，『神殿に参入できて，

主がどれほど多くの祝福を約束されているのか知ること

ができました。それに比べたら，物質的なものなど取る

に足 りません』と語る。右端一 クリスティン ・プラサ

ー ド姉妹，バレンシャ ・プラサー ド姉妹とラグニ ・ラタ

姉妹は福膏に生きることを喜びと感じている。

インド系 フィジー人のほとんどはヒンズー教徒です。

インド系の教会員の中には，何世代にもわたる信仰を捨

てたために家族か ら絶縁された人 もいます。 フィジー ・

スバ伝道部長会のピーター ・リー兄弟 はこう語 ります。

「私 自身の考えとしては，進歩を妨げない限 り，その人

の文化を大事 にすべきだと思うのです。 しかし， もしそ

れが主のみ業の妨げになるな らば，私たちは断固 として

自分の信 じる道を取らなければなりません。そうしなけ

れば私たちは前進できないのです。」

あふれる愛

フィジー の人 々の長所 の うち， 一番 目 につ くの は人 々

への愛 です。「島 の特質 だ と思 い ます」 とア レ ックス ・

ローベ ンダ ン兄 弟 は言 い ます。 「島の人 た ち はほか の人

に何 で もあげて しまって， 自分 にはほ とん ど残 さな いほ

どです。」

ピーター ・リー兄弟 もこう説 明 します。 「私 た ち は隣

人 を愛 し， フェロー シップす るこ とを教 えるわ けです が，

この国 の人 にとって， これ は耳新 しい教 えで はあ りませ

ん。彼 らに はな じみ深い教 えな のです。」

彼 の妻 の シ リアナ も同 じ意 見 です。 「それ は皆 が 日 ご

ろ実践 してい る ことなのです。 た とえば もし余 分 な食 べ

物が あれば， ため らわず に隣 の家 にお分 け します。」

ナデ ィワー ド部 の扶助協会 会長 フ ァウオロ ・アカタ姉

妹 は， いつ も末 日聖徒 の夫 と子供 たち と一緒 に教会 に出

席 していなが ら，長 い間バ プ テスマ を受 け よう としなか

った姉妹 を思 い出 して こう言 い ます。 「あ る時， 彼女 に

理 由 を聞い てみ ました。 す る と彼 女 は白い ドレスがな い

か らだ と言 ったので す。 そこで私 た ちは 白い布地 を買 っ

てプ レゼ ン トしました。 その後 問 もな く，彼女 は ドレス

を作 ってバ プテスマ を受 けま した。」

ナディでは， トンガ ・ヌクアロハ神殿への参入のため

に聖徒たちが助 け合っています。 トンガまでの旅費はお

よそ450ド ルです。フィジーでは気の遠 くなるほ どの大

金で，多 くの家族にとっては簡単に貯金で きる額ではあ

りません。そこで，会員たちは毎年地域でのディナーや

民族文化ショーを主催 して資金を作っています。そして，

失業などの理由で貯金で きない人や家族を何人か選び，

毎年8月 の神殿訪問 に送 り出しているのです。

フィジーの聖徒たちの温かい人柄 は，会員伝道にも大

きな効果を表わ しています。 ワー ド部や支部 の会員たち

が改宗前か らの知 り合いだった， という例 は珍 しくあ り

ません。バプテスマを受けてか ら1週 間後， ラキラキワ

ー ド部のセ ミシ ・ラ トゥ，セレアナ ・ラ トゥ夫妻は友人

ふた りを宣教師に紹介 しました。今では，ラ トゥ家族の

友人の うち5人 がバ プテスマを受けてい ます。

スバ ・ナシヌワー ド部のスバシ 伊ダス監督はこう説明

しています。「福音を広めることが比較的楽 にできる理

由のひ とつに，私たちが よく人 とつ きあうことが挙げら

れます。町で会った知 り合いにあいさっしようと立ち止

まれば，5分 や10分 立 ち話 をするの は珍 しくあ りませ

ん。」

地元出身の宣教師たち

同胞へ福音 を広めたい という願いは，専任宣教師プロ

グラムにも影響 を及ぼしています。現在 フィジーで奉仕

す る105人 の専任宣教師のうち，38人 は地元 フィジー出

身の長老 と姉妹宣教師で占められています。 この国で伝

道が始 まった初期の時代か ら，地元出身の宣教師は欠 く

ことので きない戦力でした。1954年 の5月 に最初のアメ

リカ人宣教師が この国に来た時には，入国管理局がふた

りしか国内の滞在 を許可 しなかったため，地元の宣教師
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はバプテスマを受 けることがで きました。

数カ月後，支部の会員たちはもう一度スニタのために

断食 して祈 ることになりました。今度は彼女の仕事が見

っかるようにで した。その4年 前に学校 を卒業 して以来，

就職先を探 していたのですが，バプテスマを受けた今で

は働いて 「什分の一 を納め，貧 しい人々を助 けたい」 と

心から願っていたのです。1週 間たつ と，新 しくできた

企業の秘書 としての仕事が見つか りました。 その後，彼

女はフィジー ・スバ伝道部の宣教師 として召され，奉仕

しました。

ラウ トカに住 むジョージ ・ダン兄弟 と妻のモナが，サ

トウキビの栽培 を志 したのは，雨の少ない年で した。6

週間も雨が降らず，ダン夫妻 も苗を植 えるために雇 った

請負人 も，苗が枯れてしまうのでは と心配 していました。

ダン夫妻 と子供 たちは断食 して祈 りました。 その次の日

曜 日に教会から帰る途中，請負人に出会 うと，彼はこう

言ったので した。「あんたたちは実に恵 まれています よ。

苗 を生か してお くのに必要なだけの雨がたった今降った

ところです。」

その後 も，貯水タンクが空 になりかけた時にダン家族

は一緒に雨 を願 って祈 りました。数 日後の夜，ベランダ

に腰かけていると，空に一片の小さな雲が見 えました。

「今，雨がたっぷ り降って くれ た らいい と思 わない?」

とダン姉妹が言いました。
「降 るさ。」 これが夫のジョージの答 えでした。

そして実際降ったのです。あ らしのおかげでダン家の

貯水タンクはあふれんばか りで した。しかし不思議なこ

とに，家の前の道路 には雨の跡さえなかったのです。

スバシ ・ダス兄弟 と妻のローズリン，息子 のアミッ ト

とアナンドは神殿で結び固めを受けたい と思 っていまし

たが，いつまでたって も必要な金額 を貯金できませんで

した。ダス兄弟が監督 として召された時に，エンダウメ

ン トを受けなければな らないと強 く心に感 じ享した。ひ

とり分の航空券を買 うだけの貯金はあったので，ダス姉

妹 は夫にひとりで行って くるように勧 めたのですが，彼

は首 を縦 に振 らず，「行 くときは家族一緒 だ。主が道を

備 えて くださる」 と言い張 りました。

翌週 と翌々週の日曜日の2日 問，家族 は断食 しました。

2週 間目の終わ りにダス兄弟の雇い主が4人 分の航空券

の代金を貸す と申し出て くれたのです。「神殿参入 ほど

すばらしい経験 はあ りません。今では私たちがまず神の

王国を求めさえすれば，後は主が面倒 を見て くださると

証できます」 とダス監督は言います。

何 にも勝 る喜び

ビサ リはバ郊外の農村地帯です。ジ ョベサ ・ナウサ兄

弟はそこで4ヘ クタールのサ トウキビ畑のある農場を持

っています。彼 はバ支部 のメルキゼデク神権者で，福音

の教義クラスの教師をしています。「以前 この農場では

かな りのサ トウキビを生産 していました。250ト ンか ら

270ト ンの生産量だったのです。私はそれで も幸せでは

あρませんでした。教会員 となった今では，経済的な面

で思い煩 うことはありません。神が私たちと共 にあって，

助けて くださると信 じているからです。去年は減収でし

たが，私は幸せです。」

フィジー じゅうの末 日聖徒がナウサ兄弟 と同じ思いを

抱いています。「家族が これほど一致 したことはあ りま

せんでした。」「教会の会員になれて，これほどうれ しい

ことはありません。」「福音によって幸福 になりました。」

喜びこそ教会がフィジーの末 日聖徒 にもたらした大い

なる祝福のひ とつです。それは永遠に続 く喜びです。パ

ラダイスでの生活は， ます ますすばらしくなるばか りで

す。□
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ポーンチャイ ・ジュン トラティップ兄弟はコンピュータ

を使ってセミナリーやインスティテユー トの生徒用資料

をタイ語に訳 している。ソルトレークシティーから送ら

れてくる英語のカセ ットテープを聞いて，訳文をコンピ

ュータに入力するのである。右上 息子のピツポーン

とジュントラティップ兄弟姉妹。

まり， 自己紹介 して，教会 について聞いたことがあるか

と尋ね ました。私がいいえと言 うと，ジョセフ ・ス ミス

の最初の示現について話 して くれ ました。

彼 らの話か らジョセフ ・ス ミスは良い人で，何 も悪い

ことはしていないことがわか りました。勧められて私 は

ひざまずいて祈 り，彼 らの話が本当か どうか天父に尋ね

ました。立ち上がると穏やかな温かい気持ちを全身 に感

じたのです。」

長老たちは再び来ることと，今度 は英語版 の点字で書

かれたモルモン経 とジェームズ ・E・ タルメージ長老 の

「信仰箇条の研究」を持って来 ることを約束 しました。

ポーンチャイは自分はこの時のためにすでに備 えられ

ていた と言っています。銀行員である彼の父は，ポーン

チャイが9歳 の時英語 を教え始めました。10歳 の時先生

について英語 を習い始め，後にアメリカにある盲人のた

めの大学が行なう4年 制の高校課程の通信講座 を受講 し

ました。宣教師と会 う少し前に，彼はそのコースを修了

し，アメリカの高校の卒業証書 を受け取 ったところで し

た。

「その当時 を振 り返ってみると，すべてが準備 されて

いたことがわか ります。宣教師が くれた本を読むことが

できたばか りか，福音 のメッセージを受け入れる霊的な

準備ができていました」 とジュン トラティップ兄弟は語

っています。

「私 はふたつの宗教の習慣 を見 ながら成長 しました。

ほとんどのタイ人がそうであるように私は仏教徒 として

育てられました。中国人を先祖 に持つ私の両親 は，中国

の宗教的な伝統 を守ってお り，新年の祭 り，先祖伝来の

祭 り，新月の祭 りなどを行なっていました。

しかし，私 はイエス ・キリス トについて読んだことが

あり，ずっと昔の小 さいころ 『十戒』や 『聖衣』 といっ

たキリス トが描かれている映画を見たことがありました。

そして私は神 を信 じていました。神は存在するはずだと

思いました。なぜなら， もし神が存在 しないなら， だれ

が宇宙やそこにある良いもの，美 しい ものを創造 したの

で しょう。全能のお方がおられるに違いない と思ってい

ました。」

ジュン トラティップ兄弟 は1976年12月6日 に，28歳 で

バプテスマを受けました。

この時両親 はすでに亡 くなっていましたが，ふた りの

弟 に反対 されました。「ふた りとも大学 出の技師で，彼

らの唯一の宗教は物質主義で した。彼 らには私のしよう

とすることが理解できなかったのです。」

3年 後，ふたりは彼がブ リガム ・ヤ ング大学ハワイ校

に通 うことを決めた時にも反対 しました。「弟たちは私

が落第すると思っていました。彼 らは私 を国に連れて帰

るという不面目な思いをしたくなかったのです」 とジュ

ントラティップ兄弟は回想 しています。彼を行かせまい

として，弟たちは母親がジュントラティップ兄弟のため

に残 した遺産を取 り上げました。彼が遺産を売 って学費

に充てようと計画していたか らです。弟 たちが言 うには，

その遺産 には手 をつけないで，彼が大学に失敗 したとき，

それを売って彼 を帰国させる費用に充てるということで

した。
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しか しジュン トラティップ兄弟はなお も計画を推 し進

め，ブリガム ・ヤング大学ハワイ校 に入学の手続 きを取

りました。航空会社 に手紙 を送 り切符を半額 にしてほし

い と頼んだところ，航空会社 は無料 の切符 を支給 して助

けて くれました。

ポー ンチャイは大学で英文学 を勉強 し，講義をテープ

に取 り，教科書 もテープに入ったものを聞きました。

1983年12月 に卒業し，ユタ州プロボのブ リガム ・ヤン

グ大学 に入学 し，英文学の修士課程 を取 りました。「私

がハワイでの学業 に成功 したので，ユタまでの旅費 にす

るために弟たちは遺産 を売ったお金を私 にくれたのです。

多 くの時問を勉強に費やしたので，働 くことができませ

んで したが，幸いにも奨学金を受けることができました。

1986年6月 に修士号を取 り，タイに帰国したのです」 と

ジュントラティップ兄弟 は語 ります。

タイに戻ってか ら7カ 月間， 自宅で生徒たちに教え，

その後教会から翻訳の仕事の依頼 を受 けました。

「私のような盲人 に適 した仕事が見つか るように と私

はずっ と祈ってい ました。翻訳の仕事 はまさにそれでし

た。私 はセミナ リーとインスティテユー トの生徒用資料

をタイ語に翻訳 しています。」

最初 ジュントラティップ兄弟 は自分のために英語の原

文を読んで くれる人 を雇いました。彼がタイ語 の訳をテ
ープに吹 き込み，次いでそのテープか ら書 き取 るという

や り方で した。タイ語 のタイプライターを自分で学んで

か らは，後半 のふたつのステップは除かれ ました。後 に

彼はタイプライターをコンピュータに代え，これによっ

て校正作業が楽にな りました。加 えて今では，英語の原

文 を吹 き込んだテープを受 け取るようになっています。

ジュン トラティップ兄弟はブリガム ・ヤング大学から
はんりよ

戻って2，3年 後に，伴侶 となるクワンジャイに会いま

した。彼女 はタイで専任宣教師 として伝道 しました。

ジュン トラティップ夫妻 は1990年6月 ， フィリピンの

マニ ラ神殿 でクワンジャイの伝道部長 であったフロイ

ド・ホーガン神殿長によって結び固められました。1991

年8月 には彼 らに息子のピツポーンが生 まれています。
「彼の名前は 『祝福 師の祝福』 という意味です。私たち

は彼が成長 して母親 のような良い宣教師になることを望

んでいます」 とジュン トラテ ィップ兄弟 は言います。

彼はまたこうも述べています。「宣教師か ら福音を学

んだ時，彼 らの伝 える福音 のメッセージは真実で，良い

ものだと感じたことを思い出 します。福音 に添った生活

を送るように努めたことで，今では福音 は真実で，良い

ものであるとはっきりと知っています。」□
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人 は 「あなたが何 と思おうと関係 ない。

あなたの ことなんて愛 していないのだ

から」 と言ってい るようなものです。

私の知 り合いに，何年 も連れ添 った

夫婦が います。ふた りとも大学 を出た

魅力的な人たちです。 ところがそのご

主人は，奥 さんが社交の場で何か意見

を述べるたびに， けなしにかかるので

す。彼女の自尊心は一体 どうなるので

しょう。彼女には感情な どないとでも

思っているのでしょうか。彼女 は彼の

愛が どのようなものだと思 うでしょう

か。 これから何年かたつうちに，彼女

の愛は どう変わるでしょうか。結婚生

活においては，たとえ冗談であっても，

灘 嚇 輩

PHOTOGRAPHBYSTEVEBUNDERSON

どち らかが相手 よりも偉 いということ

はないはずです。

ときどき，私 たちは伴侶 と意見が合

わないことがあると， どちらかのせ い

にしようとします。 そして，ひ とたび

どち らが悪いかを決 めて しまうと， そ

の人 は罰を受けるべきだ と考え，大抵

はしんらつな言葉で懲 らしめるのです。

しか し，結婚生活で裁 きを求めるな ら，

私たちは愛 という祝福 を失 うでしょう。

自分の伴侶 となるような特別 な人 に

出会 うと，すば らしい気持 ちが芽生 え

てきます。 これは神か ら与 えられるす

てきな贈 り物です。私たちはこの感情

を美 しい花 として大切 に育てる ことも

で きます。す ると， この花は何年 もの

間，新鮮さ と美 しさを保ち続 け，成長

してい くでしょう。 しか し，虐げ，あ

ざけり，ないが しろにす ることもで き

ます。 そしてやがて， その花 はどうし

てしおれ，色あせて しまったのか と思

う日が来るで しょう。 これは花 と人の

愛の どちらにも言 える ことなのです。

伴侶 を本 当に愛するならば，伴侶の

幸福を心か ら気遣 い，伴侶の幸福 を損

なうような ことを言ったりはしないで

しょう。そ して， 口か ら出る言葉 はす

べて，伴侶 を褒めたたえるや さしい も

のになるでしょう。 このようにして，

・ 愛 はは ぐくまれるのです。

これは私たち自身が選ぶ ことです。

伴侶を攻撃す ること， 自分の権利や利

己心を守 り通す こと，間違いを指摘 し

た り， あら探 しをした り，不愉快 さを

あらわにするごと。 これ らのことに人

生 を費やす こともで きます。 もし， こ

ちらを選ぶならば，何年か先 にはあな

たの伴侶の愛 はさびつき，伴侶があな

たのひ とみをのぞき込 んで心 を躍 らせ

ることも，あなた と一緒にいて穏やか

な気持 ちになることもな くなるでしょ

う。

しかしもっと賢 い選択 もできます。

絶 えず，心か らの愛 を伝 える言葉 を交

わせるように自分 自身を変えようと努

力 をすることです。そ うすれば， あな

たが部屋に入 るたびに，喜びの笑 みを

たたえた伴侶 の顔 を見 ることがで きる

でしょう。私 たちには，結婚生活 を通

して永遠の愛 を築 く機会が与 えられて

いるのです。 さて，あなたはどち らの

道 を選ぶで しょうか。□
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｢神様 のよ うな人｣と 近所 の人 たち に

話 しています。

2年 前,不 安で車の運転 はもちろん,

買 い物に も行 けず,外 へ出るのも恐 ろ

しい毎 日を送 ってい ましたが,今 では

イエス様 によって救われ,神 様 に見守

られていることを信 じでいるおかげで,

や っと元の生活がで ききるようにな り

ました。友達か らは,｢元 気 になって

顔色が良 くなった。落ち着いた感 じが

する｣と 言われ ます。教会 に入 ってか

らは,人 間関係や子育てについての悩

みの答えを聖典や｢聖 徒の道｣か ら得

ることができます。 また祈 り求めると

き天のお父様はこたえて くださいます。

私の心の平安は,天 のお父様か らいた

だいた一番大切な祝福です。扶助協会

は日々の成長 を助けてくれ ます。私た

ちの地区の扶助協会では,教 会員が3

人 とそのほか に2人 が共 に,よ り良い

女性 になれるよう学べ ることを感謝 し

ています。

福音を知 らなか ったころは何 を基準

にしていいかわからず,暗 やみの世界

を手探 りで,こ の世の波に押 し流され

ながら生 きてきたように思い ます。教

会 に入 り,福 音を学び,四 大聖典から

毎 日,少 しずついろいろな私 自身の悩

みや この世の理解で きない事柄が明ら

かにされてい くたびに目の前がぱっ と

明るくな り,モ ルモン経が真実である

証 を得 ることがで きました。

子供 たちは月曜 日の家庭の夕べ をと

て も楽 しみにしています。その日は好

きなテレビ番組があっても消 して,親

子でひざをつ き合わせ,特 別 な時間を

持つことがで きます。私 はまさに天の

お父様,イ エス様,そ して聖霊に支え

られて生 まれ変わ り,生 か されていま

す。 もしこの世に長 く生きることがで

きるなら,私 の生涯を神様のみ業 ため
ささ

に捧げたい と願っています。一 日一 日

神様か ら与えられた日を大切 にし,試

されるたびに自分 自身 を訓練 し,永 遠

の生命,幸 せを得 る日のために準備す

るよう心が けています。裕福な生活 を

し,心 の貧 しい人が多 い現在,こ の福

音 こそ今の社会に必要 な教 えであり,

私 たちを幸せに導いて くれるのはこの

教会のほか にはないことを信 じていま

す。(きの した･ま きこ 扶助協会教師)

牛舎にやってきた宣教師
大阪伝道部御坊支部 木下文夫

と初 めて会ったのは,地 元 の青

妻年団で した。交際を続 け,や が
て結婚式 を迎 えることになりました。

しかし妻の両親は私たちの結婚には反

対で,式 にも出席 してもらえませんで

した。私たち夫婦の結婚生活はそんな

状態でのスター トで したので,妻 には

ことさら,｢幸 せになってもらいたい。

幸せにしなければならない｣と 強 く思

っていました。

結婚生活10年 目が近づいたころ,妻

はス トレスか らか体調 を崩し,i憂 うつ

な日々 を送 ってい ました。病院に行 っ

ても,特 に良 くなる気配 もありません

でした。そんな折,子 供たちが行 き始

めた教会の無料英会話教室で宣教師に

会 った妻は,話 を聞 くようになりまし

た。当時の妻は,ど うした らいいかわ

からない沈 んだ状態で したが,1990年

10月 か ら夫婦宣教師 として4回 目の伝

道に出て働 いていた西原良男長老,キ

クノ姉妹の話 を聞いて,何 か生 きてい

く足がか りを見つけたようで した。教

会への出がけにいつ も楽 しそうに｢教

会へ行って くるよ｣と 言 う妻の顔 を見

ていると,な ぜそんなにうれ しいのか,

今 までのあの憂 うつそうな顔はどこへ

行ったのか と,不 思議 なほ どでした。

やがて晴れ晴れ とした顔で,妻 は教会

から帰 ってきます。私 は｢一 体教会で

何 をしているのだろうか｣と いぶか し

く思っていましたが,本 当に不思議な

変化でした。

私自身は無宗教でした。家の仏壇で

も,正 直言 って手を合わせることはま

ずありませ んでした。私 にとって宗教

は,.人 間のわがままな,苦 しい ときの

神頼みで しかあ りませんで した。｢き

ょうは大事 なことがあるので,一 生懸

命頑張 りますか ら助 けて ください｣と

1,2回 お願いした ことがある くらい

の ものでした。また教会 についてはテ

レビで見 るくらいで,ア ーメンと言 う

ことと,日 曜 日に子供 を連れて,本 を

売って近所を回る人々の ことぐらいし

か知 りませんで した。ですか ら,妻 が

｢教会 に入 りたい｣と 言 った時 には,

夏の暑 い日,子 供を連 れて本 を売 りに

行 くのか と思い,｢あ の子供連れのよ

うに,の め り込 むなよ｣と くぎを刺 し

ましたが,妻 は｢あ れ とは違 う。あな

たの思っているような教会ではない｣

と言いました。

教会を知る以前,妻 は毎 日体調が悪

いので自分の死 について考 え,｢こ の

ままでは……｣と 不安 に思 い,離 婚 を

考えていたようです。 しかしこの教会

を知 ることによって,元 気で明る くな

って きた妻 を見て,｢バ プテスマを受

けて もいい?｣と 聞かれた時,私 は同

意 しました。

西原長老夫妻 は,妻 がバプテスマを

受 ける時 まで2回 ほど私が働いている

牛舎 に来 ましたが,｢暑 いですね。頑

張ってい ますね｣と 言 うだけで,教 会

の話 は何 もしませんで した。西原姉妹

は,ち ょうどそのころ牛舎の辺 りに生

えていたわらびを楽 しそうに取 ってい

きました。足が悪いのに,斜 面 を登っ

た り下 った りしてわらび を取 り,｢た

くさん取 ったわ よ｣と 子供のようには

しゃいでいたのが,今 で も印象深 く心

に残 っています。

西原長老たちは,私 に｢教 会 に入 り

なさい｣と はひ と言 も言いませんでし

た。一方妻は,教 会 を知ってか らは と

ても元気 にな り,熱 心に神様の ことを

学んでいるようでした。私がそばにい

る時でさえも気づかないのか,わ き目

もふ らずに勉強 していました。そんな

とき私 はふ と,妻 が離れて行 くような

寂 しさを感 じました。生 き生 きと変わ

ってい く妻 とは対照的に,私 の方 は沈

んでい くよ うな,ど うし ようもない

日々を過 ごす ようになっていました。

家 に帰 るのも妻 の顔 を見 るのも嫌で,

別 れ ようか,な どとひ とり悩んだこと

さえあ りました。

そんなある日,牛 舎で働いていた時,

妻 とち ょっ としたことで口論 にな りま

した。私 は腹 を立てて｢も うええ。帰

れ｣と どなると,妻 は家 に帰ってしま
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｢若人はずべτ伝道に出るべきτある｣

岡山伝道部専任宣教師 南 吏花

現
在私は,岡 山伝道部の宣教師 と

して奉仕 しています。バプテス

マを受 けたのは,6年 前の5月 でした。

今で も学校の帰 りに毎 日,姉 妹宣教師

から福音を教えてもらったことを覚 え

ています。

子供の ころ私はいつも,押 し入れ に

リュックサックを入れてその中に服や

お菓子やお金 を入れておかないと眠 る

ことがで きませんで した。 また枕元 に

はいつも,ナ イフや棒 を置いておかな

ければ安心 して眠ることがで きません

でした。いつ もひ とりになることが怖

くてた まりませんで した。｢も しもひ

とりになった ら私はだれに育てられる

のだろう。｣心 の中で私 はいつ もその

ことを考えていました。｢世 界 中で一

番やさしい人 はだれだろう。｣それも本

当に私が会いたかったのは,見 せかけ

ではな く,心 からのやさしさを備えた

人で した。 もしそ うい う人がいるとし

た ら,私 はそ こへ行 こうと思いました。

テレビで見たのか本で読 んだのか忘

れてしまいましたが,初 めてイエス･

キ リス トとい うお方 について知 ったの

は,小 学校の ころだったと思います。

それ までに感 じた ことがない くらい感

動 しました。初めて心に平安がありま

した。その時,い っか必ず教会 に行 こ

うと思いました。イエス･キ リス トを

信 じている人のところへ私 も必ず行 こ

うと決めました。

年月が過 ぎてい く中でその望みはい

っ も持ってはいましたが,中 学校 に入

学 した ころか ら,だ んだん と悪いこと

を楽 しみとす るようになっていきまし

た。人を傷つけることや,ま た,自 分

を傷つけることばか りしました。そ し

て｢い つ,ど うやって死の うか｣と,

毎 日そればか りを考 えていました。

中学校 を卒業するころ,以 前に持 っ

ていたカー ドが何かの拍子に出てきま

した。そこには｢イ エスさま,へ りく

だって祈 ることをお許 しください｣と

南吏花姉妹(右)と同僚の湯沢淳子姉妹

書かれていました。そのカー ドを見た

時に,私 は子供の ころに決めた ことを

すべて思い出しました。｢私 が教会 に

行 くの は今 だ。｣こ う思 った私はその

夜,外 に出て心か ら祈 りました。｢イ

エス様 の教会へ行けますように｣と 。

数 日後,専 修学校の入学式があ りま

した。 その日クラスに分かれて私の後

ろの席 に座 った女の子が,末 日聖徒イ

エス･キ リス ト教会の会員であること

を知 りました。彼女が教会へ行ってい

ることを聞いて,私 は体中が震えるほど

うれしかったことをよ く覚えています。

恵 まれて若い女性 の年代で教会員に

なった私に とって,セ ミナリーや若い

女性の活動で学んだ教会 の標準は,い

つ も守 りとなりました。それまで とは

まった く違 う生活 を始め,つ まずいた

ことも何度かありましたが,イ エス･

キ リス トの教 えを毎日読めることは,

大 きな喜びでした。また,教 会員の家

族を見るたびに,永 遠 に家族が共 にい

られるとい う祝福 に,と ても強い希望

を持ち ました。

教会員 として生活 してい くうちに,

私 には何人かの心か ら信頼で きる友達
ゆ ざわりゆん

がで きました。そのひ とりが湯沢 淳

子姉妹です。損得な どまった く勘定に

入れない,純 粋で天使のような湯沢姉

妹の働 きはいつ も愛に満ちていました。

老人 ホームで毎 日忙 しく働 く彼女には,

休 みはわずかしかありません。 けれ ど

も彼女は休みの日が くるたびに,た く

さんのパ ンやお菓子を買って,教 会に

来れないでいる姉妹の所へ 自転車 に乗

って行 くのでした。だれからも愛 され

る彼女のアパー トには,い つ も大勢の

兄弟姉妹が遊びに来ていました。私自

身,彼 女の愛に どれだけ助 けられたか

わか りません。その彼女が伝道に出る

決意 をして岡山伝道部の召 されたのは,

1990年7月 のことでした。当時ステー

キ部宣教師の同僚であ り,ま た親友で

もあった私達 は夜空 を見なが ら,｢ま

た,必 ず一緒 に伝道 しようね｣と 約束

して別れました。

そのころ私は専任宣教師 として伝道

へ出ることを迷っていました。伝道 に

出るのは,考 えただけで も身震いする

ほど嫌で した。ステーキ部宣教師 とし

て働 いてはいましたが,本 来は人 と話

をするのが大の苦手で,お っくうでし

た。 また,そ のころ結婚 したい と思う

男性がいました。私の長い間の望みは

永遠の家族 を持つ ことでした。毎 日毎

日,伝 道 と結婚 について考え,祈 り,

悩 み ました。

｢若人 はすべて伝道 に出るべ きであ

る。｣(『全世界 に出て行って』｢聖 徒の

道｣1974年11月 号,p.483)キ ン ボ ー

ル大管長の語った この言葉から,自 分

は決 して逃 げるべ きではないと感 じま

した。｢伝 道に出るべきである。｣ど う

考 えてもそう思い ました。

それで も私には決めることができま

せんでした。 どうして も結婚 したかっ

たか らです。怖 くて伝道 について祈る

ことがで きませ んでした。毎 日の仕事

も忙 しく,残 業 も続 く中で,い つも悩

んでいるうちにいつしか本当に心身共

に疲れてしまい,主 の標準に従 うこと

が とてもむずかしく思えるようになり

ました。｢伝 道 に出る ことも決め られ

ない。結婚することも決め られない。

だった ら全部や めて しまお う。｣と う

とう私 は,教 会 に行 くのもその男性に

会 うのも,ど ちらもやめることを選び

ました。

何カ月か過 ぎ,伝 道へ出ているふた



L

'1r年一ロ

セ9Z6(68凶)εonミ/冬〃よ∠

19Z6(685)ε0星呈象

軍蛍甥｢戻(∂弱竈｣

ミチ瑳寸×6奉･×丁ン弱竈目辛8-8Z

.舳吾烈図母謡蝪章牽091@:¥}禦<

。q§～≠〉

婁』2(酋(ユ<¢9禦詠(o幸累α禦睾号暫

管･4<懲¢鼎翻士呈翠に⑰寧?健露糞慰
`4寧04準Q禦蝉22>評4q}吾ミ:

つ亘圭爆一判雛剴4くへ評4q6粟辞<1
。q婁鐸

>o要暮蓄9(o傳図壕覚重`つY理尋

由…耳}吾巽R号寸4ごτ旨担`(号激

鍬)王}夏(汐ユ等瑳`(暑異望象`担…旦)

¥購璽勲⊇糊⑦饗講`(汐4(o身毒(P蓑

賜蛍購`ぎぴ'Y吾峯o鉢}つ導口呈母由1事

⑦臭呈⑦理判彦呑一》!4畔一ロ畢誰く

(3尋蛍銚腿

葦/遽｣一乙`]里⑦朔霧)。珊⑦老⑥
。くぴ4

G躰¢豊購･き勲届尋9ア(03ユG4県

2惇幸塑賜母醤ロ呈(汐翼薯･きY毒砲由ナ⑧

。聖4魁}G尋2鵬瑳

耳到彙`4峯oく字4つ甜寛母呈剰`つ

劉嚢2々9:f⑦20潔県コ?田=1稟男②
。畔潔牽)(ン麹コ等屡弘(二9

馨G尋9才(ρλ1ぴY4つ》弱窪ゑ一⑨
o《字受q}y

由}n畢尋士=19f⑦2コ噌琴穿弱鉢⑨
oく字?q)マコ

尋畢蚤219ア(032々Y(0囲團･きY尊⑨
o【字曾(ヘニLつくぴ軍=1

9ア⑦2濠叫劉`4累oく字1Σくへ》つ曇

年髭身9ア⑦訳ユ脅融}つR曹琴猛⑧
oくぴ46魅4豊箆壕9f(り3

ユ6ア21辞妾4寧。【ぴ管q}つ田Ψ21

¢f(汐3モ郭首剴⑦呆豊2哩さ…浮⑦ン日③

。･44つ当魂ユ6～～冬(へ源9:f⑦3①

。享峯つ[艮聡阜》融2(o阜吸禦⑦聖身9

f⑦｣一責f`4峯04率くヘユつ蛍琶母雛

剴尋(1ア(り⊥宿罰3β一》!4ど4一ロ<

(亘遙聡号αf遽.｣一ム甲壊[珪)

鎮量獲:普鬼葦
コぽぼや

盟準甲堤口当課柔一委×魯型¥●

(車壷魁号α甲遽葦妬着甲蟹)

調母章:暴覇

曝d一ム薙普[d毬曝ギー姜×諭醐:¥:●

臣蚕!鮭2
(曝仔Qア課葦管雛`遽

d一乙焔着団趣`目ZZ目H歯Z66{)

創月t判:普割呆葦

盟準率暴盟キー4×諭型¥●

刈爪=1=蜷

(謡i亜剴鼻:昇≡王ナ輿)

=亜半灘:普螺葦携

5撮葦生日=蝿ギー委×圓鼎●

(製呈罫桝:是…≡ン∫唄)

坐草灘易:普遽準螺

盟単鰹狸腿隼塒煽普腿稟男非章車●

(¥)二塑中:昇王腿)

峻謝剴葵:暴覇蝶

盟訊一ム塾胆毎孝一委×劉昼●

(量灘{創:暴温輿)

里田甲:暴覇接

割慰一ム裂甲胆ギー.ζ×与甲}●

(剥･姻11早:昇;王ナ1鼻)

一量宰ン珊:普腿葦携

爆準舶一螺阜耽囲粥盟戻男与叫●

(段劉聾野:昇;ヨ騨)

ヨ黙田旱:碧:遽葦携

鬼準輿雅腿隼馳漿塁腿聴呂厚甲♪●

(日目一軍甲豊:昊王嗅)

軍蚤桝宰:誓曝ギー嬰×携 G塑#噛

鬼ギー嬰×非爆章●

(｣∂)leq∂N'vuOPJOO:昊王抑阜)

£裂署:着螺ギー委×蝶

腿孝一.ζ×峯章車●

(蜘雌珊)1種雷⑦曽諺

4G禦⑦購蟹21翌饗2呈擢購営等腿率盈

易=～々ユ累日∠目ZI9く¢日II目1τ三≒ジZ661

(首甲曝｣一乙聰普腿孝一.ζ×厚

叩}･字r,･》羅》)｢。管禦ユ9<¢9緊

4Ω劉濠野呈21(汐4(∂q占握N舜鼻R

量諾⑦笛(ρ妾`⊇駅劉(ひ(緊4つ嬰母耶

臼く鯛ま匙(o暫畢罪1阜算⑦2`甲暫`勲
ゆ　む

9身吾導。?禦ユ(P阜q303劉q撮

》i敢2暗辿YぎγΨ毛博尋竪翠1!確2`鰹9

阜4つ覇認母R%郵R皐{累7劉厚R野

呈⑦丁弱団`勲蚕母塁鍵判隼gr(0<｣
o享ユ⑦!妾》つ2凹･

§4鵬乙婁ε鮨暴涜呑

一ま`量R管マ髪R99認⑦46<¢皐

¥3窒1穿ヨ判瀦鴇4G皐認〉).6豚21

喫49潮母鼻4粒終…ε`9尋(o曾【へξ字
キニワぽ

厚⑦3窒僻2撃蓄撃詠葵鰯駆4誰確(o

仔目。ゑ峯つ2壷牙母R厚曝嶽マ厚賜

源¥多`掌に1>鞭ゆつR虫日縢耳男車
。乖季q}つ禦郵21

嘉q身!確膨Q一崖⑦寸×nギ･×てンR

酎`α<4懲字甲蚕主4算(宰呈R｢管喫詠

皐レ吸用21夏鱈}レ真勲Y呈｣}(貿魁

}(へ鰯ユつR些日聯耳王}童。4つユ》量

`α禦ユ豊恩4G撃詳>21雅終王`尉劇

差阜ヨ健勲04つ寧(へ}6量R認励G

匙(∂v軍9･字裂判鄭男`判推團【へ普
。4つ季Q望阜

詠願劉4(1郵母藁てへ潔⑦…享`)澤騨o

蜜濠》つi睾･き》つ呈(o>多。4つ↓星乙

弔4!醸?禦2々ρ量`皐團}つ〉魯濠[r

～恩一磐。4つ拳馨ユ悪4R2>樹}つ?

剴圓(刎目瑳耳王}箪判謡←`ユG:f2汐

量(ρ年謡19阜週覇蝉凄蟹ぞ牲`詠軍

目{…曼ヲZ6619<Q〔目OI由1661(∂謁目Q<壕

}つ妾04つ率つ呈}澱R管!確尋21劇團

R踊鱒巌蟹勲裂`麹4G【字(四腿戻男

甲駄字廟王1⑦粒}(へ黙4つ浸(∂戻導

Q4つ寧(圏事縁鰯

嚢⑦戻導2.勲蓋母勲嶋(o覇蝉艇暫`o

蚤》ミラ罐測獲4つ菓透濠R2?用21戻

男。4つユ!ソ吾峯o季¶).!駆Ψ禦鰹遜

21(oくへ尋撃〉つi罪`ユΩi留融準4》21

中弱。4つ累o塁條ユ〈へG21蟹雪。4

つ寧Q塁3q量(02亙牙`9く字q･04つ

寧くへ量え勲算4悔曾塀味ユG禦翠ゆ騒

図`二Lくへ詠γ婆景携圭(oo4?⑦妾

｢。ツ吾寧q}つ1塑つ･(車

回景R2¢4身禦判粒｣。4つ詠携圭

4q財ユ華蜜9く伊新蝉凄暑捌6RΩ9

阜}つ妾。4つ峯くへ}筥【4暴終嚢呈4

G(表2(P藁(02劉!妾算マ禦判2中々⑦妾

`3(∂味【へ普曾4(警味21窮εz判携圭⑦o

RΩQ4つ寧皐里健携…圭…9く4蚕4(00








	表紙
	目次
	大管長会ﾒｯｾｰｼﾞ　イエスが歩まれた道　ﾄｰﾏｽ・S・ﾓﾝｿﾝ
	絵本からの証
	ブリガム・ヤング
	家族のアルバム
	家庭訪問ﾒｯｾｰｼﾞ　日々、主を求める
	打ち明けられない悩み
	聖なる地にて
	フイジー
	備えられた霊の人　ﾎﾟｰﾝﾁｬｲ・ｼﾞｭﾝﾄﾗﾃｨｯﾌﾟ
	あなたの伴侶の幸福
	チャーチニュース



